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小笠原村告示第１０号 

 

 平成２７年第３回小笠原村議会定例会を下記のとおり招集する。 

 

  平成２７年８月２４日 

 

                       小笠原村長  森  下  一  男 

 

記 

 

  １、期  日  平成２７年９月８日 

 

  ２、場  所  小笠原村議会議事堂 
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○ 応 招 ・ 不 応 招 議 員  

 

応招議員（８名） 

      １番  清 水 良 一 君   ２番  安 藤 重 行 君 

      ３番  一 木 重 夫 君   ４番  鯰 江   満 君 

      ５番  杉 田 一 男 君   ６番  稲 垣   勇 君 

      ７番  佐々木 幸 美 君   ８番  池 田   望 君 

 

不応招議員（なし） 
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平 成 ２ ７ 年 第 ３ 回 小 笠 原 村 議 会 定 例 会 会 議 録  

 

議 事 日 程 （第１号） 

                     平成２７年９月８日（火曜日）午前１０時開会 

 

第 １ 報告第 ９号 出資法人の経営状況について 

第 ２ 報告第１０号 平成２６年度小笠原村健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい 

           て 

第 ３ 議案第４１号 小笠原村事務手数料条例の一部を改正する条例（案） 

第 ４ 議案第４２号 小笠原村特定個人情報保護条例（案） 

第 ５ 議案第４３号 小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案） 

第 ６ 議案第４４号 職員の分限に関する条例の一部を改正する条例（案） 

第 ７ 議案第４５号 中ノ平自立支援農業団地条例の一部を改正する条例（案） 

第 ８ 議案第４６号 平成２７年度小笠原村一般会計補正予算（第２号）（案） 

第 ９ 議案第４７号 平成２７年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

           （案） 

第１０ 議案第４８号 平成２７年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

           （案） 

第１１ 議案第４９号 平成２７年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 

           （案） 

第１２ 議案第５０号 平成２７年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算 

           （第１号）（案） 

第１３ 議案第５１号 平成２７年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計補 

           正予算（第１号）（案） 

第１４ 議案第５２号 平成２７年度小笠原村下水道事業特別会計補正予算（第１号）（案） 

第１５ 議案第５３号 平成２７年度小笠原村浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）（案） 

第１６ 認定第 １号 平成２６年度小笠原村一般会計歳入歳出決算の認定について（案） 

第１７ 認定第 ２号 平成２６年度小笠原村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 

           いて（案） 

第１８ 認定第 ３号 平成２６年度小笠原村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 
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           いて（案） 

第１９ 認定第 ４号 平成２６年度小笠原村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

           いて（案） 

第２０ 認定第 ５号 平成２６年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計歳入歳出決 

           算の認定について（案） 

第２１ 認定第 ６号 平成２６年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計歳 

           入歳出決算の認定について（案） 

第２２ 認定第 ７号 平成２６年度小笠原村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

           て（案） 

第２３ 認定第 ８号 平成２６年度小笠原村浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

           て（案） 

第２４ 認定第 ９号 平成２６年度小笠原村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 

           ついて（案） 

第２５ 同意第 ３号 小笠原村副村長の選任の同意（案） 

第２６ 同意第 ４号 小笠原村教育委員会教育長の任命の同意（案） 

第２７ 発議第 ２号 地方税財源の拡充に関する意見書（案） 
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出席議員（８名） 

      １番   清 水 良 一 君    ２番   安 藤 重 行 君 

      ３番   一 木 重 夫 君    ４番   鯰 江   満 君 

      ５番   杉 田 一 男 君    ６番   稲 垣   勇 君 

      ７番   佐々木 幸 美 君    ８番   池 田   望 君 

───────────────────────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

出席説明員 

村 長 森 下 一 男 君 副 村 長 石 田 和 彦 君 

教 育 長 伊 藤 直 樹 君 総 務 課 長 渋 谷 正 昭 君 

総務課副参事 鈴 木 敏 之 君 
総 務 課 
企画政策室長 樋 口   博 君 

財 政 課 長 江 尻 康 弘 君 村 民 課 長 村 井 達 人 君 

医 療 課 長 佐々木 英 樹 君 産業観光課長 牛 島 康 博 君 

環 境 課 長 深 谷 雪 雄 君 建設水道課長 篠 田 千鶴男 君 

母 島 支 所 長 湯 村 義 夫 君 出 納 課 長 菊 池 元 弘 君 

教 育 課 長 大 津   源 君   

───────────────────────────────────────────────── 

欠席説明員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

事 務 局 長 セーボレー 孝 君 書 記 菊 池 ひろみ 君 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（池田 望君） ただいまから平成27年第３回小笠原村議会定例会を開会します。 

  これより本日の会議を開きます。 

（午前１０時） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議時間の延長 

○議長（池田 望君） この際、あらかじめ会議時間の延長をしておきます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（池田 望君） まず、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第120条の規定により、５番、杉田一男君及び６番、稲垣 

勇君を指名します。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（池田 望君） 次に、事務局長より諸般の報告をさせます。 

○事務局長（セーボレー孝君） ご報告いたします。 

  村長より、平成27年８月24日付で小笠原村告示第10号をもって、本定例会の招集通知があ

り、８月31日付で議案13件、報告１件、同意案件２件、９月７日付で報告１件、認定９件

の送付がありました。 

  次に、教育長より８月24日付で、村長より８月27日付で、それぞれ議会説明員出席者の通

知がありました。 

  次に、議長池田 望君の出張等についてご報告します。 

  ６月13日から16日、議員５名とともに、硫黄島訪島事業に参加しました。 

  ６月25日、村長とともに第４回小笠原諸島及び伊豆諸島周辺海域における外国漁船の違法

操業に関する連絡会議に出席しました。 

  また同日、高島なおき都議会議長、藤井 一都議会副議長に挨拶に参りました。 

  また同日、公益財団法人日本離島センター白川理事長、小島専務理事ほかへ挨拶に参りま

した。 

  ６月26日、村長とともに小笠原諸島振興開発審議会に出席しました。 
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  ６月29日、東京都自然環境部長、総務局行政部長に挨拶に参りました。 

  また同日、村長とともにタグホイヤー発売記念イベントに出席しました。 

  ７月14日、全国離島振興市町村議会議長会総会に出席しました。 

  ７月15日、東京都総務局総合防災部長ほかと防災対策等について、また、離島港湾部長と

港湾整備について、情報収集・意見交換を行いました。 

  ７月16日、国土交通省国土政策局、岩下特別地域振興官へ挨拶に参りました。 

  ７月17日、東京北医療センター、塩津センター長、都立広尾病院、佐々木医院長に出産の

際の支援、急患対応等についてのお礼挨拶に参りました。 

  ７月28日、東京都町村会・町村議会議長会合同会議に出席しました。 

  ７月29日、都立墨東病院、梅北医院長、佐藤検査技師長に輸血用血液ローテーションシス

テムにおける未使用血液の受け入れ、急患等へ対応等について、お礼挨拶に参りました。 

  ７月30日、村長とともに総務省へ基地交付金等に関する要望を、また、防衛省地方協力局、

中島局長に特定防衛施設周辺整備調整交付金に関する要望を行ってまいりました。 

  ７月31日、練馬光が丘病院、光定副管理者、徳重副医院長へ挨拶に参り、また地域医療に

関する情報・意見交換を行いました。 

  ８月３日、東京都予算編成に対する要望活動に参加してまいりました。 

  ８月４日、５日、「愛らんどリーグ2015」島じまん発表会、開会式に出席しました。 

  ８月６日、村長とともに二階俊博自由民主党総務会長、菅 義偉内閣官房長官と面会し、

航空路の早期開設について要望してまいりました。 

  また同日、村長とともに国土交通省国土政策局、中島特別地域振興官へ挨拶に参りました。 

  ８月15日、議員３名とともに母島で開催の戦没者追悼式典に、また同日、議員３名ととも

に父島で開催の戦没者追悼式に出席しました。 

  次に、小笠原村監査委員、稲垣直彦君及び鯰江 満君より、６月27日付、８月27日付で例

月出納検査の報告がありました。 

  以上でございます。 

○議長（池田 望君） 事務局長の報告は終わりました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（池田 望君） 次に、会期についてお諮りします。 

  定例会の会期は、本日９月８日から９月18日までの11日間としたいと思います。これにご
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異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、本定例会の会期は、本日９月８日から９月18日まで

の11日間と決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎村長所信表明 

○議長（池田 望君） 次に、村長から発言を求められておりますので、これを許します。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 発言の機会をいただきまして、まことにありがとうございます。 

  平成27年第３回小笠原村議会定例会の開会に当たりまして、所信の一端を申し述べ、議員

諸氏及び村民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

  さて、７月の小笠原村長選挙において多くの村民のご支持をいただき、４期目の村政のか

じ取りを担わせていただくこととなりました。 

  思い返せば、１期目の当選直後は村政の混乱を鎮静化し、国や東京都などの関係機関、さ

らには国政・都政の諸先生方との信頼回復に務めることが私の責務でありました。以来３

期12年、この間に診療所と老人ホームを併設した複合施設の建設、本土間との海底ケーブ

ル敷設、世界自然遺産への登録、航路の改善など、多くの村政課題を解決することができ

ました。これらの解決に当たっては、村民の皆様はもとより、多くの方々のご支援・ご協

力があってのことと感謝申し上げます。 

  一方で、最大の課題である航空路の開設はいまだに方向性が定まらず、また防災対策の充

実や子育て環境の改善、更なる産業の振興、自然環境の保全など、村政の課題は尽きるこ

とがございません。 

  このような状況で４期目を担うにあたり、改めて昭和54年の第１次小笠原村総合計画で打

ち出した「自主性と自立性の確立」と「互助と連帯感の醸成」を基本理念とした「人と自

然が共生する村」を目指すことが、第４次総合計画の将来像に掲げる「心豊かに暮らし続

けられる島」になることであると確信し、日々の政務に精励したいと考えております。 

  今任期中の平成30年には、米国統治下からの日本復帰50周年という節目も迎えます。この

節目に何とか航空路の目鼻を立てたいと考えており、当選後の挨拶回りでは多くの関係者

にその思いを伝えさせていただき、特に自民党、二階総務会長のご配慮で、菅官房長官に

もお伝えをできたところでございます。 
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  これからの４年間、これまで以上に皆様のご支援・ご協力を得て、一つ一つ課題を解決し

ながら、小笠原の未来を切り拓いてまいりたいと考えておりますので、ご支援・ご協力の

ほどよろしくお願いいたします。 

  本定例会には、小笠原村事務手数料条例の一部を改正する条例（案）をはじめ、議案13件、

報告２件、同意２件、認定９件を上程させていただいております。よろしくご審議のほど

お願い申し上げます。 

  ご清聴ありがとうございました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（池田 望君） これより一般質問に入ります。 

  質問のある議員は、順次挙手をしてください。 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 一 木 重 夫 君 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） ３番、一木重夫です。 

  まずは、森下一男村長、４期目の当選まことにおめでとうございます。３期12年間の成果

が評価されたものだと考えております。今後の４年間、期待をしております。 

  そこで、お伺いしたいと思います。まず最初に、村長４期目の所信についてをご質問させ

ていただきます。 

  この４年間の舵取りの中で、特に航空路、また特別措置法・暫定措置法、また、観光振興、

子育て支援、環境保全について、選挙でどのような公約を掲げたのでしょうか。また、そ

の政策の実現の方向性についてお伺いをしたいと思います。 

  ２番目に、教育行政についてでございます。 

  今年度から法律が変わりまして、村の中にも総合教育会議が設置されました。その議長と

して村長がついておられるわけですけれども、今後、この教育会議において村長はどのよ

うな方向性でやっていくおつもりなのか。基本的な政策を教えてください。 

  あと、教育行政については幾つかございますけれども、自席で行いたいと思います。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 一木議員のご質問に答弁をさせていただきます。 

  村長４期目の所信ということで、航空路、特別措置法、観光振興、子育て支援、環境保全
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等について、どのような公約を掲げたかということでございました。 

  まず初めに航空路についてでございますが、所信でも申し上げましたとおり、３年後の復

帰50年の節目には、航空路の方向性を立てたいと考えております。 

  具体的には、現在、東京都で検討されている３つの案を１つの案に絞り込んでいただき、

次のステップであるＰＩ活動につなげていきたいということになるわけですが、いずれに

しましても、東京都で検討されてきたその結果を得たいと考えているところでございます。

そのために、東京都には航空路案の具体的な検討を急ぎ進めていただくことが必要であり、

東京都や都議会に早期の検討を要請していきたいと考えているところでございます。 

  特別措置法・暫定措置法については、村民の皆さんに公約ということを選挙中も掲げてい

たわけではございませんが、現行の特別措置法が復帰50年の平成30年度にその期限を迎え

ることから、次の特別措置法については、復帰50年以降の振興開発にふさわしい新たな内

容に改正できればと思っているところでございます。 

  今年度、来年度の２カ年で、今後の振興開発のあり方に関する村の考え方を整理するため、

現在、振興開発の50年の成果と残された課題、今後の振興開発を進めるため新たな仕組み、

また特別措置法の成立要件など、その検討を進めているところでございます。 

  強制疎開という、他に類のない経験をしている私ども、また24年間、生活が鎖されてきた

と、分断されてきたということがございます。大変難しい課題であるということを承知の

上で、何とか次の50年には、次世代の人に少しでも負担をかけないような形のものが構築

できればいいなというふうに考えているところでございます。 

  次に、観光振興につきましてですが、観光は小笠原村の産業の柱であり、来島者数を増や

すことが農業や漁業の一次産業にも貢献し、地域の活性化につながるというふうに考えて

おります。 

  引き続き、エコツーリズムを基軸とした観光振興を図るとともに、来年７月に新船が就航

することによる時間短縮が集客力の向上に結びつくよう、観光局を中心にＰＲ活動や営業

活動の充実を図ってまいりたいと、このように考えております。 

  また、リピーターに再来訪していただく動議づけのためのイベントや、情報発信の充実も、

関係団体と協力をしながら実施をしてまいりたいと考えているところでございます。 

  子育て支援についてでございます。国では、日本の子供・子育てをめぐるさまざまな課題

を解決するために、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を

進めるための新たな子ども・子育て支援制度を打ち出し、この制度は平成27年４月から実
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施をされております。 

  本村におきましても、子育てに関する支援のニーズも多様化・増大化しております。現在、

父島・母島の保育所の建て替え計画の中で、施設の機能、提供するサービス内容等を検討

しているところでございます。 

  今後も引き続き、子育て世帯のニーズの把握や地域の皆様の声をお聞きするとともに、新

制度との整合性を図りながら、小笠原の実情に合った子育て支援事業を進めてまいりたい

と考えております。 

  大変うれしいことに、本村では少子高齢化という世の中の流れとは違っておりまして、出

生率も高く、出生数も多く、父島・母島とも保育園等から始まる子育て支援のニーズとい

うのは大変高まっております。実態に合った、しかも小笠原村の身の丈に合ったものを実

践していきたいと考えておりまして、まずやはりできることから手をつけていきたいと、

このように考えているところでございます。 

  最後に、環境保全についてでございますが、村政確立以来掲げている人と自然の共生する

村を実現することを引き続き大原則に据え、世界自然遺産や国立公園として認められた豊

かな自然を永続的に保全し、活用・利活用するとともに、村民生活との調和を図っていく

ことが村の責務と考えております。 

  来年には、世界自然遺産登録５周年を迎え、国による世界遺産センターの整備についても

めどが見えてきたと伺っております。村の中に環境を所管する部署を設置したところでご

ざいますし、改めて国や東京都との連携を強化するとともに、しっかりと村民の理解と協

力を得ながら、これらのさまざまな課題に対処してまいりたいと。 

  この選挙中、村長選挙に手を挙げたときから、堅実・着実、そして何より誠実ということ

を申し上げてまいりました。これをモットーとして地道に努力をしてまいりたいと考えて

いるところでございます。 

  新たな総合教育会議設置で、村長として、教育というものに対してどう考えているのかと

いうようなご質問をいただきました。 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正されたことに伴い、小笠原村においても、

村長である私と教育委員会をもって構成する小笠原村総合教育会議を設置したところでご

ざいます。 

  総合教育会議では、教育を行うための諸条件の整備や、地域の実情に応じた教育・学術及

び文化の振興を図るための施策等について、教育委員会と協議を行ってまいります。 
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  特に、村立学校における教育環境の充実及び児童・生徒の安全性の確保に努めてまいりた

いと考えています。具体的には、１月に漏電事故が発生した小笠原小学校の照明等の電気

設備や、３月の議会でご指摘をいただきました小笠原小・中学校の内装のひび割れ等につ

いては早急に予算措置を行い、夏休み中に交換や補修の工事を終えたところでございます。 

  また、小笠原小・中学校においては、築後40年以上経過をし、老朽化が進んでいる上に多

子化が進んでいることから、総体的に教室面積が狭くなっております。空き教室もござい

ませんので、今後10年程度を目途に校舎の建て替えを実施していきたいと考えているとこ

ろでございます。 

  さらに、平成28年度には母島小学校に、平成29年度には小笠原小学校に特別支援学級の開

設を予定しており、障害のある児童を受け入れられるように、準備を進めているところで

もございます。 

  小笠原村においては、島に住む子供なら、誰でも島で義務教育が受けることのできる環境

を構築していきたいと考えているところでございます。東京から1,000キロ離れた超遠隔離

島でございますので、やりたいことと目指すことと、なかなかそれを全部実現することは

叶わない、大変難しさもございますが、何より島で住む子供なら、誰でもここで義務教育

を受けることのできるよう、できることを精いっぱい頑張ってまいりたいと考えていると

ころでございます。 

  私自身は今回の改革、これは教育委員会や学校だけに子供たちのことを任せておくという

ことではなくて、行政もしっかり目を見張っていなさいよということだというふうに受け

とめておりますので、その趣旨をしっかりと受けとめさせていただいて、教育に口を挟む

ということでなくて、子供の成長をしっかり見守っていく地域社会をつくるための改革・

改善に努めていきたい、このように考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） ご答弁ありがとうございました。 

  今のご答弁について、もう一歩踏み込んだ形でお聞きをしたいと思います。 

  まず、特別措置法・暫定措置法についてですけれども、今、村長の答弁で、次世代に負担

をさせないんだというお話をいただきました。もう少し具体的に教えてください。具体的

にどのような負担が今懸念されるのか。それについてどのような課題の解決を目指してい

るのか、具体的に教えてください。 



－１３－ 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 一木議員から、何回かこの特別措置法のことについてご質問、過去い

ただいております。 

  一例を挙げれば農地法のことですとか、特別賃借権のこと。これは同じ特別措置法をいた

だいている奄美の皆さんとも違う事情がございます、小笠原の場合ですね。先ほど答弁さ

せていただきましたが、まず強制疎開によって、住民の命は助かったものの、返還になる

までの24年間、暮らしという意味では、ふるさとから分断をされておりますので、全くの

空白期間が生じていたと。 

  それから返還されて、日本に復帰して、返還にはなりましたものの、硫黄島はいまだに島

民が帰島できないという、これらの諸般の事情から、なかなか農地法のことについても、

特別賃借権のことについても、税政のことについても、みんなで国や東京都、村、模索は

していますが解決がなかなか難しい、解決策が見出させない状況にあります。 

  このようなことを次の世代まで引きずっていきますと、ますます返還当時のことはよくわ

からないとか、それから戦前の暮らしのことがよくわからないとかということに行き当っ

てまいりますので、できるだけ我々の間で整理できるものは整理をしていきたいというの

が、私が言っている思いでございます。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） まさに、村長のおっしゃるとおりだと思います。この特別措置法と、

あと暫定措置法の最大の課題は農地法と特別賃借権の課題、また硫黄島の旧島民の帰島の

課題だというふうに思っています。この課題については本当に全力で４年間、３年までで

すね。復帰50年までに解決のめどをぜひ立てていただければと思っております。 

  続きまして、観光振興についてですけれども、そのエコツーリズムを基軸としたという部

分がございました。 

  また、村長の答弁には触れられてはいなかったんですけれども、昨今、日本全体を挙げて

外国人旅行者誘致に取り組んでございます。この議会でも何度も小笠原の観光資源は、特

に欧米系の外国人の方々にすごく合っているのではないかというお話をさせていただいて

おります。 

  日本の人口の動態を見ますと、もう旅行者のマーケットというのは、どうしても日本人の

数は下がっていくというのが目に見えている中で、この外国人旅行者誘致というのは極め

て重要だと思うんですけれども、村長はその辺はいかがでしょうか。 



－１４－ 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） まず、現在の小笠原の財産は自然だと思っております。したがって、

この自然を保全・利活用するということが大変大事なことだということがまず根幹でござ

います。その中で、エコツーリズムを基軸とした観光振興ということを申し上げているわ

けですが。 

  今、一木議員のご質問にありました海外のお客様、これはここ数年、日本全体で大変な伸

びを示しているわけですね。海外から大変多くのお客さんに来ていただいている。そして

小笠原でも、既に、大体今我々が把握している中では年間200名ちょっとぐらいということ

ですが、欧米系の方だけではなくて、昨今はアジア系の方も見られるようになりました。 

  当然のことながら、観光振興の中で、これはエコツーリズムを基軸とした観光をうたって

いれば、当然そのニーズに合ったお客様が来島するということは目に見えていることでご

ざいます。 

  私は、着実に一歩一歩ということをいつも申し上げていますが、なかなか一足飛びに行け

るものではございません。これを無理してやろうとしますと、せっかく来ていただくお客

様に対して不十分なことが生じ、よくない評判も立ちかねません。ですから、外国のお客

様を受け入れるのに関しては、やはり関係団体、特に観光協会等々といろいろな議論をし

ながら、一歩一歩高めていくしかないと思っています。 

  要するに、受け入れが伴わないものについて余り背伸びをしたことはやらないと。ですか

ら一歩一歩、それが、あるときから急激なスピードで伸びてくるというようなことにつな

がってくると思いますので、そういう気持ちを持ってこの問題にも対処をしてまいりたい、

取り組んでまいりたいと思っています。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） わかりました。一歩一歩着実にというところで誘致を進めていってほ

しいと思います。 

  続いて、子育て支援についてですけれども、村長の選挙の演説、個人演説会、私も聞きに

行っているんですけれども、先ほどの答弁のように、できることから始めようということ

を繰り返し述べられておりました。もう少し具体的に教えてください。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 今般の一般質問の中で質問にも出てきております、例えば保育園のこ

となんかだとわかりやすいと思いますので、そのお話をさせてもらいます。 
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  父島、そして母島の保育園の建て替えというのは、いろいろな意味から急務でございまし

た。そこに、１つは津波ハザードマップ、これが平成17年に最初出されたものが、3.11が

ございまして、南海・東南海を想定したものに改めて刷新をされました。そうしますと、

以前のハザードマップで立てていた計画では、なかなか難しいようなことが生じてくるわ

けですね。 

  そして、大島で大変な降雨による災害がございました。それは広島でもございました。そ

の関係から、土砂災害に対する考え方もここ２年ぐらいでがらっと変わっております。 

  我々はやりたいこと、したいこと、それから住民の皆さんの求めていること、これが全て

できればいいんですが、なかなかそうはいかない。それと同時にお金のこと、それから時

間ですね、タイムテーブル、これらのことがございます。そうすると、手をつけたくても

なかなか手をつけられないこと、手をつけるために事情が変わってきてしまうこと、こう

いうのがございます。 

  何よりも、できることからやっていくというのはもちろん、そういうきちんとした手続き

を踏んで進めていくわけですが、その前に、そこまでいかなくてもできることもあるんじ

ゃないかということなんです。小笠原村の持っているフットワークの中で。そういうこと

は、小さいことであってもとにかく手をつけていこうよ、そういう考え方でございます。 

  大きなことでもできることからやりたいというのは、まず、きちんと準備ができたことか

らやっていくということでございますが、それ以外のことでもできることはやっていきた

い、そのような趣旨でございます。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） できることからやっていこうという部分で、村民のニーズは、私が議

員になった８年前と今ほとんど変わっておりません。特に要望が高いのは、休日一時保育

の実現、あと年齢の引き下げですね。ここ最近になっては、待機児童が出てしまったとい

うことで、今度は定数の課題まで出てきてしまいました。 

  できることから始めようという部分でも構わないんですが、もう少しスピード感を持って、

切迫している状況なので、ぜひ取り組んでいただきたいと思いますけれども、いかがでし

ょうか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 今、具体的なご質問をいただきましたので、その線に沿って答弁させ

ていただくと、定数の問題等々につきましては器の問題もございます。ですから、これを
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急がなければならないのはわかっているんですが、先ほど答弁の中でも申し上げましたよ

うに、順序立ててやっていかなければならないために、時間がかかります。 

  では、できることというのはどういうことをやってきたのかということですが、定数を多

少オーバーしても受け入れられる余地のあるものまでは頑張ろうよということで、定数を

超えて何名か増を受け入れさせていただいておりました。しかし、今般、今の一木議員の

質問の中で出た話は、その我々のできることもオーバーをしてしまったということで、受

け入れが難しかったわけでございます。 

  まず、きちんとしたことで根本・抜本的な解決は、やはり建て替えによってもっと定数を

増やすとか、そういうことを確保しなければいけませんので、そのことには取り組むと。

尚且つさっき言いましたように、その決められた枠の中での許される範囲、また我々がき

ちんと責任を持って受けとめられる範囲はやっていこうということは、できることはやっ

ていこうという趣旨でございますので、ご理解のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 続きまして、教育行政についての再質問になります。 

  まず最初に、東京都教育出張所の開設について繰り返し要望しております。その進捗状況

をお伺いします。 

○議長（池田 望君） 教育課長、大津君。 

○教育課長（大津 源君） 一木議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  東京都教育庁の小笠原出張所については、東京都予算編成に対する要望や、島しょ町村教

育長協議会における東京都教育予算編成に対する要望などにより、毎年度設置を要望し続

けているところですが、いまだ設置されるに至っておりません。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） この出張所についてですけれども、村長はこの出張所の開設について

のお話、要望を東京都のほうにはしておるでしょうか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 私もしていないわけではございませんが、もともと副村長がこのよう

な関係に詳しいポジションにおりましたので、東京都との話し合いにつきましては、副村

長や教育長に預けていたというのが実態でございます。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 続いて、また村長にお伺いしたいんですけれども、先ほどの総合教育
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会議の中のご答弁で、教育環境の充実と児童・生徒の安全性の確保に努めてまいりたい、

これが村長として関わるべき教育の中身だというお話を伺いました。 

  この東京都の教育出張所の開設という行政の課題は、まさにこの目的、総合教育会議の目

的に合致しているのではないかというふうに私は考えております。教育長とともに村長も

みずから先頭に立って、教育環境の充実に向けて教育出張所の開設、これを教育行政の悲

願として進めるべきだと私は感じておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 一木議員のおっしゃるとおりだというふうに思っています。もちろん

一木議員ご承知でしょうが、支庁のあるところで、ないのはうちだけなんです。これは、

返還直後からないという中で過ごしてきた時間が余りにも長くて、先ほど答弁しました副

村長、そして教育長も今一生懸命お願いをしているんですが、今なかなか時代の変遷も来

ているわけですね。 

  ですから、これは大事なことなので、これからも要望をしてまいりますが、なかなかハー

ドルは高いなということは実感をしております。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 教育長に伺います。 

  今の件で、執行部とともに強く要望していくという点については、いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 伊藤教育長。 

○教育長（伊藤直樹君） 出張所に関しては、村政確立時から、本当はそういう要求をしてい

かなければいけなかったと思うんですが、実は東京都から支庁に、しばらくは出張所をつ

くらないけれども、支庁が人を充てて出張所の業務に当たれという文書が来ているんです。

それが実行されていないまま今日に至っていると。 

  こういうことを言ってはいけないんでしょうけれども、東京都としては、この先、出張所

を引き上げる、そういうつもりがあるみたいで、なかなか小笠原の出張所開設には手をつ

けられないというような事情があるようです。 

  でも、そんなことは関係ありませんので、こちらとしては実現するまで、嫌がらせになっ

てしまいますけれども、要望を続けていくというふうに思っています。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） ぜひそのような強い思いで、総合教育会議の場でも、私は村長の役割

だと思っていますので、連携をしながら要望を続けていってほしいと思います。もちろん
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議会でも要望をしていきたいと私は考えております。 

  続きまして、学力テストについての質問をさせていただきます。 

  先般、文部科学省の小学校６年生、中学校３年生の学力調査がございました。そのときの

結果はどのようなものだったでしょうか。 

○議長（池田 望君） 教育課長、大津君。 

○教育課長（大津 源君） 一木議員にご紹介いただいたとおり、今年４月に、国の全国学力

学習状況調査が、小学校６年生及び中学校３年生を対象に、国語・算数または数学及び理

科の３教科で実施されました。 

  結果につきましては、小学校６年生の算数及び理科において、全国及び東京都の平均正答

率に比べて、小笠原村立学校の平均正答率が高くなりました。それ以外の教科につきまし

ては、小笠原村立学校の平均正答率は、全国及び東京都の平均正答率に比べて若干低くな

りました。 

  また、全ての教科において、母島小学校６年生及び母島中学校３年生の平均正答率は、全

国及び東京都の平均正答率に比べて高くなりました。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 小学校の算数と理科、これが全国及び東京都の平均正答率と比べて高

くなっている。 

  また、母島の小・中学校、私も数字を見たんですけれども、すばらしいですね、これ。見

て驚いたんですけれども。課長、今、東京都と全国の正答率に比べて高くなりましたとい

うことですけれども、これ著しく高いですよ。秋田県が全国で一番、この調査での学力が

高いというふうになっておるんですけれども、その全国でトップの秋田県の平均点と比べ

ても10点、20点高いんですよね。確かに母島というのは人数が少ないという部分はありま

すけれども、でも小・中合わせて９人の中でこれだけの高い点数を取っているというのは、

私本当に驚きました。 

  そのようなこういう今回の結果が出たわけですけれども、この結果をどのように受けとめ

て、今後の学校の取り組みに生かそうとしているのか、お聞かせをお願いします。 

○議長（池田 望君） 教育課長、大津君。 

○教育課長（大津 源君） まさに一木議員のおっしゃるとおり、母島はかなり高かった結果

になっております。これについては、小笠原小学校においては、算数の授業について習熟

度別指導を行うことなどにより学力向上を目指しており、その取り組みが算数の結果がよ
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かったことに繋がっていることが考えられます。 

  また、母島においては、日頃から各教員が少人数指導を実施する上で効果を発揮する授業

改善の取り組みを行っており、これまでの積み重ねが今回の結果につながったものと考え

られます。 

  このような取り組みを今後も続けて、小笠原の全体の学力向上を目指していきたいと考え

ております。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） ぜひ母島の事例も含め、父島の小学校でも、算数と理科、非常によか

ったということなので、しっかりと今回のこの結果を検証して、学力向上に向けて更なる

飛躍をしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

  続きまして、スポーツ振興についてですけれども、オリンピックの聖火について、過去に

片股議員からも小笠原に来てほしいと、また硫黄島にも行ってほしいという、そのような

要請があったと思いますけれども。 

  ぜひ、南鳥島のほうにも行ってほしいと、そういう要望を出してほしいと思いますけれど

も、いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 教育課長、大津君。 

○教育課長（大津 源君） 一木議員おっしゃったとおり、片股議員の提案を発端として、小

笠原においても硫黄島を含めた父島・母島を回るような要望をしております。 

  しかし、南鳥島については現在住民が住んでいないので、今のところ要望することは考え

ておりません。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 住民という形で住んでいることはないかとは思うんですけれども、南

鳥島、その厳格地で頑張っている自衛隊員、気象庁ですね、また最近では国土交通省の職

員の方もいらっしゃいますので。 

  ぜひ我々自治体がそのような声を上げるということが、また小笠原村なんだ、南鳥島は小

笠原村なんだということをまたＰＲする機会にもなるかと思いますので、ぜひ要望をして

もらいたいと思うんですけれども、村長のお考えは。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） お気持ちがわからないわけではないんですが、ここは現実的に物を見

つめていただきたいと思うんです。南鳥島に聖火をお願いする、それを仮に実現しようと
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しますと、航空機での往復しか考えられないわけです。私どもの今回お願いをしています

多摩・島しょ、特に私どものところは大変な時間を要するところから、硫黄島を含めた私

どものところを回っていただいての聖火リレーだけでも大変な苦労を、要望を受けた先で

もされると思うんですよ。これは想像つきますよね。そこに南鳥島というのは、いかにも

非現実的だということと、先ほど担当課長が言いましたけれども、民間人があそこに住ん

でいるわけではございませんので、一木議員の言いたいことというか思いはわかるんです

が、南鳥島というのはいささか私としても要望はご勘弁を願いたいと、こう思っていると

ころでございます。 

          （「以上で終わります」と呼ぶ者あり） 

○議長（池田 望君） いいですか。 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 清 水 良 一 君 

○議長（池田 望君） 次、清水良一君。 

○１番（清水良一君） １番、清水良一。よろしくお願いします。 

  質問に先立ちまして、森下村長におかれましては４期目の当選、おめでとうございます。 

  さて、私の質問でございますが、２点ほどお聞きしたいということで、まず１点につきま

しては地産地消の推進について、そしてもう一点につきましては扇浦交流センターの活用

についてということで、質問の内容を提出させていただきました。 

  さて、今年の夏、毎年のことなのではございますが、台風の影響ということで、特に今年

は夏のシーズン中、何度となく台風がやってきまして、おがさわら丸が、何度か欠航にな

りました。そのときに、店頭から生鮮食料品が姿を消し、台風の常習地帯であり、かつ交

通が船に限られているという本村の宿命、そして1,000キロ離れた小笠原の宿命ではござい

ますが、村民生活への影響はかなり大きく、主婦の方たちが野菜を買い漁る姿がよく見ら

れました。 

  これを解決するということにつきまして、村内で食料を生産することのかなり重要性を改

めて感じたわけでございますが、このことについて何度も地産地消・自給自足ということ

は、執行部からもいろいろな政策がなされているところでございますが、改めて村の地産

地消の推進について、村長の所信をお伺いしたいということでございます。第１点。 

  それから第２点でございますが、これも今年につきまして台風の影響で、特に扇浦地区、

ご自分で家を建てられている方たちが多い中、台風が来る度にどこに避難しようかという
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ことも含めまして、扇浦地区にとって重要な拠点、扇浦交流センターについての活用につ

いて、ちょっとお伺いしたいと思います。 

  扇浦交流センターは、平成６年、交流アイランド小笠原の実現のためオープンしたという

ことで、かなりの時間、21年が過ぎているわけでございますが、村にとってどのような役

割を今後担い、活用していこうと考えているのか、改めて聞きたいと思っております。 

  次の５点について、お聞きしたいということでございます。 

  まず第１点目につきましては、今回の台風のことで避難所という側面、扇浦地区の避難所

ということで、前回の台風16号のときに、残念ながらこの扇浦交流センターの避難所は開

設されなかったということで、住民の方たちからいろいろな意見が出てまいりました。 

  そして、あの建物自体が耐久性は大丈夫なのかと。ログハウスということで、確かこの建

物は平成６年からなんですが、その当時ですと、建築確認とかそういうことでまだ余り整

備がされていなかったということを聞きます。平成14年にいろいろな部分でログハウスと

いうものの基準ができ、その中で通しボルトとか、そういった特別なメンテナンス。例え

ば通しボルトが錆びていて切れていたりなんかすれば、非常に不安が残るのでございます

が、そういったところの部分。それからまた木造ということで、当村にとっては非常に気

がかりな、シロアリの点検、そういったことがなされているか。そして今後避難所として、

扇浦地区の方たちが今までと同じように使っていけるのかを、まずお聞きしたいというこ

と。 

  次に第２点目としまして、交流アイランドということで世界の人たちと交流する為にカル

チャーセンター的な使用方法の促進というのができないかと。現在、いろいろなサークル

や、いろいろな団体が使っているわけでございますが、特にこの村ではいろいろな能力を

持っている方がおられるということで、英会話やピアノ、それからダンス、いろいろなプ

ログラムをされたいという方が結構おられる。そんな中で、現在有料のプログラムという

のは、やれるスペースがなかなかないということを聞いております。 

  扇浦交流センターについては木造で非常に環境がいい。そんな中で、子供たちがそういう

習い事、交流アイランドということで特に語学の、英会話や、最近はアジアの方も増えて

いるということですので、中国語や韓国語、いろいろな言葉を習えるような場所を提供で

きないかということ、それが第２点です。 

  そして第３点目としまして、島民が気軽に訪れることのできる仕組みづくりができないか

ということです。現在あそこの交流センターについては全てを貸すという形で、借りる方
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たち、申し込まれた方たちだけが行くということなんですが。オープンスペース、ベラン

ダとかその周り、そういったところで島民が余り用がなくてもちょっと行ってみようかな

と思えるような気軽に訪れられるスペース、それからトイレや、また中に掲示スペースや

オープンスペースを設けられないかと。 

  これにつきましては、特に扇浦地区で昨今、子供たちが非常に増えております。今、小学

生だけで、確か15名ほどあの辺りにいる訳ですが、子供たちが集まれる場所というものが

なかなかない。あそこが起点となって、親御さんたちが、例えばベランダにいて、子供た

ちがその辺の周りで遊べるような環境ができないものかということが、ちょっと考えられ

ないかということです。 

  それから、第４点目に扇浦地区の集会所的な利用ということで、現在、扇浦地区で自治会

がないということもあるんですが、集会所的に何かやるという場所が意外とないと。それ

をあそこの場所でより使っていけないかということです。 

  それから第５点目に、いろいろな部分で村がやりにくい部分もあるかとは思うんですが、

そういった部分を解決できる方策として、管理委託の検討などをどこかの民間が管理する、

あとは自治会が管理する、そんなような方向も考えられるのではないかということでお聞

きしたいと思います。 

  以上、あとは自席のほうで質疑したいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 清水議員のご質問に答弁をさせていただきます。 

  まず、地産地消の推進ということでご質問をいただきました。 

  この地産地消の推進につきましては、これまでもいろいろな角度からご質問をいただきま

して、答弁をさせていただいてきました経緯もございますが、村の地産地消というものを

やはり進めていく、推進していくためには、まず地元の食材の生産・流通の量を増やして

いくということが肝要なわけでございます。それには、やはり農地の確保が最優先の課題

であるというふうに考えており、村としては今後も農地の流動化を進め、東京都や農業協

同組合とも連携をしながら、引き続き農業振興に努めてまいりたいと思っております。 

  実際に、先ほどの一木議員の答弁のところと重なるところもございますが、かつて戦前は

農地として利用していたところ、24年間の空白があったために、それらが途絶えてしまい

まして、返還後に帰ってこられて農業を始めた方も、それらの農地が全て活かされたわけ

ではないわけでございますね。父島で農業を始めても、後継者がいなくてやめてしまった
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方もいて、生産農業の多くは母島というのが現状でございます。 

  この土地関係については、なかなか権利関係の問題もありまして流動化は難しいんですが、

今、農業委員会等を通じて、少しでもその流動化が図れるようなことを村としては手立て

をしています。また母島でやっておりますように、これから農業を目指す人たちを支援す

るというような方策をとりながら、何とかこの農業生産を増やし、流通量を増やしていく

ということに今後も努力をしてまいりたいと考えているところでございます。 

  扇浦交流センターにつきましては、具体的な５つのご質問をいただきましたので、それぞ

れ担当課長が答弁をしますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（池田 望君） 村民課長、村井君。 

○村民課長（村井達人君） 扇浦交流センターの活用ということにつきまして答弁をさせてい

ただきます。 

  内容について５点ほど質問をいただいておりますけれども、最初に交流センターの役割、

今後についてということに答弁をさせていただきます。 

  扇浦交流センターは、村民相互、また来島者あるいは来島者同士の交流の場としてご利用

をいただいておりまして、台風や津波警報時の避難所としての使用実績も多くございます。 

  担当課としましては、現状を維持しまして、皆様にご活用いただけたらと考えているとこ

ろでございます。今後も、最小限のランニングコストで皆様に無償でご利用いただけるよ

う、適切に維持管理を行ってまいりたいと考えております。 

  まず、避難所としての施設ということで答弁をさせていただきます。 

  扇浦交流センターは高台に位置しておりまして、建物自体は耐久性もあり、避難所として

問題はないと判断をしておりますけれども、ご質問にもありました築21年ということ、あ

と木造ということでは、当然シロアリの防蟻処理等も定期的に実施をしているところでご

ざいます。 

  21年たっているということでは、当然、さらに雨どい、サッシ、壁面など一部小規模な改

修工事が必要な箇所がございます。平成27年度には、これらの改修を計画しているところ

です。また、ソーラーパネルを設置し、避難所としての機能向上にも努めてまいります。 

  今後も、定期的に保守や改修を行い、ログハウスならではの保守項目もございますので、

適切な管理をしてまいります。 

  さきの台風15号におきまして、この扇浦交流センターを避難所として設置をしなかったと

いうことにつきましては、非常に強い大型の台風であり、かつ進路が小笠原を直撃する可
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能性も高かったことから、木造で強化ガラスではない交流センターを避難所としての使用

するのは控えることといたしました。 

  今後も、台風の勢力や進路によって判断をし、早目の広報を心がけてまいります。 

  次に、カルチャーセンター的な利用ということでございますけれども、この施設、無償で

ご利用いただいている公共施設というところでは、営利目的の有料プログラムを認めるこ

とは難しいという考えでおります。 

  また、気軽に訪れることのできる仕組みづくりというご質問でございます。 

  まず、休館日以外の日の終日の開館でございますが、オープンな施設にするには、不特定

多数の方が常時出入りするということになるため、安全上の理由から管理人等を設置しな

ければ不可能でございます。現状は経費のこともあり、終日の開館は考えておりません。 

  また、電話やメールでの申し込みについてでございますけれども、現在、できる限り簡易

な申請書への記入で受け付けを行っているところでございますけれども、施設を丸々貸し

出す制度であるため、申請書では内容がわからない部分につきましては、申請された方、

窓口に来られた方に、口頭において確認をするやりとりをしているところでございます。

電話やメールではその確認が不十分となることがあり、現在の申請の方式を変更すること

は現在考えておりません。 

  また、ベランダやトイレ、掲示スペースなどのオープンスペースを設けるということでご

ざいますけれども、これも同様に無人のままということでは難しいので、やはり同様に管

理人を設置しないと難しいところでございます。掲示板等の設置につきましては、必要性

を勘案しまして、設置するか否かの判断をしたいと考えているところでございます。 

  次に、扇浦地区の集会所的利用ということでございますけれども、地域の自治会から使用

申請、自治会からの使用申請は大いに歓迎すべき内容であると考えております。地域の集

会所として自治会やコミュニティが使用するということであれば、この交流センターの設

置の目的と合致をしており、積極的に活用していただきたいと考えております。 

  交流センターの管理委託ということについてでございますけれども、これにつきましても

財源の確保というものが必要になってまいります。現状の利用状況、こういったものを見

た場合、今の段階で特段、新たに管理委託が必要な施設であるという認識は持ってござい

ません。 

  いずれにしましても、今後、将来的にこの交流センターの活用をどのようにしていくのか。

今後、検討すべき段階になりましたら、議員ご提案の活用方法も含めまして、村民の皆様
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のご意見・要望もお聞きしながら進めてまいりたいと、このように考えているところでご

ざいます。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ご丁寧なご答弁、ありがとうございます。 

  まず、地産地消の推進について再質問ということで、産業観光課長にお聞きしたいんでご

ざいますが。 

  ただいま村長が量的なもの、農業・水産業の一次産業の量的なものが多くなるということ

を目指しておられるという答弁があったんですが、実際問題、内地からどのぐらいの食べ

物、野菜や魚、そういうのが来ていて、どのぐらいの物を私たちは食べているのかという、

地産地消率、自給率というものを捉えておられるのか。なければないで、それでよろしい

んですが、もしそういった数値がありましたらお知らせしていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） 食料自給率ということだと思いますが、小笠原におきまして

は、現状ご覧いただけるとわかると思うんですが、島の商店については本土からほとんど

の食料品を仕入れているという状況でございます。 

  そういったこともありますので、自給率ということに関してはほぼゼロ％ではないかと考

えております。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ありがとうございます。 

  この地産地消について、ある程度数値を見ながら、どういう施策がいいのかというのを検

証しながらやっていかなければならないものの一つではないかと、私はちょっと感じてお

るんですが。 

  ちなみに、なかなかその自給率を出す方法というのは、牛島課長言われるとおり難しい部

分ではあるかとは思いますが。例えば、小笠原支庁が出している小笠原の管内概要ですね。

それの農作物収穫量ということで、平成13年から平成25年の野菜の収量というのが出てい

るんでございますが、平成13年には父島では766万6,000円、そして上がったり下がったり

しながらずっと減り続けて、平成25年には562万4,000円。母島においては、母島はそうい

った部分では成功しているということもあるんですが、平成13年に3,286万2,000円、そし

て上がったり下がったりしながら、平成25年には2,665万5,000円という形で、トータルで
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は平成13年4,052万8,000円、そして平成25年には3,227万9,000円という数字が出ておりま

す。これについて、なかなかどれが島民が食べているのかというのは非常に難しい部分で

はございますが。 

  その中で伸びているのが、この野菜の中ではトマト・ミニトマト。トマト・ミニトマトに

ついては、どちらかというと商品作物的な要素で内地に出荷したり、また島民の方が内地

の方に送るような使われ方をして、ここまで伸びてきているんではないかと思います。そ

ういうのを含めて、トマトが平成25年には約2,000万円分ぐらい出荷しているんで、トータ

ルで3,200万円から2,000万円引くと、島で使われている野菜が1,200万円。これ恐らく平成

13年から少しずつ減り続けているんではないかと感じます。 

  返還50年が近づいている中で、今までの施策というのをそろそろ考えていかなければいけ

ない部分かとは思うのでございますが、そんな中で環境先進国ドイツではクラインガルテ

ンという、市民農園という施策をやっておられる国があります。これは都市に住んで、土

地を持っていない方たちが、郊外に小さな菜園、または都市の中で空き地を見つけて、少

しずつ自分たちで、自分らの食べ物を作るというような施策で、歴史的には200年ぐらいた

っているそうなんですが、それが広まり、ヨーロッパ、欧米諸国では、かなりポピュラー

なものになっているようでございます。 

  ちなみに、ベルリンやミュンヘンなどの都市近郊の４割から５割ぐらいの野菜を、そのク

ラインガルテン、市民農園でつくっているという話も聞いております。 

  また一方、小笠原では、島民の大方の方たちが、都営住宅、また職員住宅、土地のない、

庭のない生活をされている方が多い。ある意味、都市生活者と同じような給料所得でアパ

ートに住んでおられる方が多い現状でございます。このクラインガルテンの発祥の地も、

大体同じような、８割方が土地のない方たちだそうです。 

  そういった部分で、これは、先ほど村長が言われたとおり、農地の問題いろいろございま

すが、今まで例えば父島におきましては、その農地の問題、それから収入の問題。新規就

農者は、なかなか暮らしていけないと。ですからある程度支援していかなければいけない。

土地についても、なかなか継続的に使えるような土地が見つからない。今現在、第１期の

農業者たちが高齢化して、そろそろなかなか畑が耕せない状況になっております。その方

たちも土地を貸してくれということでいうと、長期的には貸せない。逆に農業委員をやめ

たいというような意見も聞いたりする部分もあるんでございますが。 

  そういった部分で、村が間に入って、市民農園、あとは宿泊型のクラインガルテンみたい
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ものを何とか模索して、島民が自分たちの食べ物をつくる。これ村長の所信表明にもござ

いました自主性・自立性、そして互助と連帯感の醸成という、非常にそれを強める施策で

はないかと考えるものでございます。 

  その辺について、もし答弁がありましたらお願いしたいんでございますが、いかがなもの

でしょうか。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） まず、市民農園の関係でございます。 

  市民農園については、先ほど清水議員がおっしゃったように、主に都市近郊の住宅地など

で農地や生産緑地の有効活用と都市緑化の両立、また住民の生涯学習やレクリエーション

の一環として、緑や土地に親しむ機会の創出等を目的として整備されているものでござい

ます。 

  また、クラインガルテンのお話が出ましたが、クラインガルテンにつきましては、居住者

の高齢化や都市部の流出による労働力の減少、遊休農地の増加といった問題に悩まされて

いる農山村地域を中心に、国内でも既に多くの地域で取り組みがなされているところです。

農園と滞在施設を提供することによって、都市部との交流人口を増加させて地域活性化を

図っていくことが主な目的となっております。 

  これらの地域と当村でございますが、事情が大きく異なっておりますので、本村における

効果や課題については、今後調査させていただきたいなと思っております。 

  なお、担当課としましては、農地そのものが不足している状況を踏まえまして、市民農園

の整備に限らず、農業者が活用可能な農地の確保対策など、多面的な検証を行いまして、

村の一次産業の振興及び地産地消の推進を図る上で、より有効な対策を検討していくこと

が必要と考えております。 

  以上です。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ありがとうございます。 

  有効な対策を検討していただきたいと思います。その一つの考え方として、ぜひ市民農園、

クラインガルテンも、村を交えてぜひ何かテスト的な、東京都なり村が持っている小さな

土地でも構わないんですが、ぜひ何かそういう場所を確保して自助・互助の精神、そして

村の公助により実現していただきたいと思っております。 

  それからもう一点、扇浦交流センターについての再質問ということでお伺いしたいんでご
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ざいますが。 

  まず、村民課長にお聞きしたいんですが、今回、強化ガラスではない木造の交流センター

ということで、台風15号の避難所として設置できなかったということですが、どのぐらい

の台風だったら開いて、どのぐらいの台風だったら閉めるのかということがわからない。

これは非常に難しいと思うんですね。今回ソーラーパネルをつけるに当たって、サッシ等

いろいろ壁面も一部改修されるということですが、できる限り防備を固めていただいて、

どんな台風でも耐えられる─どんな台風というのは限界があるかとは思いますが。できる

限り、できる範囲で、この強化ガラスだけでも変えていただける方向にはいかがでしょう

かということで、再質問させていただきます。 

○議長（池田 望君） 村民課長、村井君。 

○村民課長（村井達人君） これまでも通常、台風が接近するときに扇浦交流センターを使用

してきたところなんですけれども、清水議員ご指摘のように防御といいますか、強化する

ということはもちろんのことなんですけれども、今の段階で即強化ガラスにするのか、あ

るいは他の方策があるのかということは、検討をさせていただきたいと思います。 

  あそこを、その台風の度に、どういったときに使う、使わないというのは、村の防災会議

の中で検討されると思いますけれども、基本的に、対策会議の中ではその台風の大きさ、

勢力、進路状況を見た上でより安全な、強固な避難所を選択するというようなことになろ

うかと思います。 

  具体的な交流センターの強化といいますか、そのガラスのことも含めどうするかというこ

とは、検討はさせていただきたいと思います。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ありがとうございます。検討していただけることを祈っています。 

  もう一点、村民課長からの答弁で、カルチャーセンター的な利用の営利目的の有料プログ

ラムを認めることは難しいという内容のご答弁があったんですが、この営利目的という部

分ですが、例えば、非営利団体でも給料や、かかった費用については認められています。

例えば英語のプログラムや音楽のプログラムの中でかかった費用、そしてその人の適正な

人件費を取ること等までは無理だということではないと理解してよろしいんでしょうか。

これもちょっと言っていなかったことなんですが、お願いします。 

○議長（池田 望君） 村民課長、村井君。 

○村民課長（村井達人君） 基本的に、文字どおり言えば、その営利目的ではお使いいただい
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ていないというところで、例えば何とか教室、何とか教室というお金を取って月謝みたい

な形、いわゆる営利目的ということでは、使用はさせていないところです。 

  例えば、いろいろな集まりの中で当然材料費ですとか、そういったものは発生はすると思

いますので、そういったことについてまで使用禁止という考えではいないところでござい

ます。発生する実費といいますか、そういったものについては、程度にもよるんでしょう

けれども、常識の範囲内で判断をしているというところでございます。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ありがとうございます。 

  常識の範囲内で、ある程度のお金をやりとりというのは認めていただけるようなのですが、

できれば、交流アイランドということで世界自然遺産後、外国の方がかなり来ております。

それで、結構外国の方と接する機会が多いんですが、なかなか島内で英語が通じるプログ

ラムというのが少ない中、宿泊施設でも外国の方はちょっと断られてしまうという方たち

が、どこか移りたいというときにいろいろ電話してみると、なかなか難しかったりしてお

ります。 

  ぜひ、扇浦交流センターだけではないんですが、そういったプログラムを特別枠みたいな

形で村がより推し進めていただければ、非常にありがたい部分ではあります。 

  以上、答弁を終わらせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（池田 望君） よろしいですか、はい。 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 杉 田 一 男 君 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） ５番、杉田一男でございます。 

  質問の前に、森下村長、４期目の再選おめでとうございます。今後４年間、今までの経験

を活かして、改めて村長の力強い舵取りを大いに期待しておりますので、よろしくお願い

いたします。 

  今定例会では、所信についてということで一くくりでお聞きしますけれども、その中の何

点かを個々にお聞きしたいと思います。 

  まず、航空路についてお伺いします。 

  基本的には、村長が第一回定例会で出した所信表明、それを踏襲するという形で、再選の

暁にはそれを大いに肉づけして実施していこうという考えだと思います。その中で、私も
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何回か航空路に関しては質問しておりますけれども、その度に村長の答弁は、交通アクセ

スでも今は海路に集中すべきだというお話で、私も航空路に関しては一歩引いておりまし

たけれども、おがさわら丸の新船の導入も決まりまして、村長も心を新たに航空路に取り

組めると思います。 

  また今回、短い所信の中で、特に産業振興や航空路、そして防災対策、この３点が載って

いるということは、村長の中で多分この３つは大いに気になっているのではないかと思い

ます。 

  そういった中で、航空路の推進に今一番ネックになっているのは、ＰＩ協議会が実施され

ていないという部分だと思います。諸問題が払拭された中で、改めて村長の航空路の取り

組みを、今年、今後４年間かけてどういう形で進めていくのか。そして当然のことながら、

返還50周年を迎える前に結論を出すべき問題だと思います。それは、４期目を迎える村長

にとって一番大きな重要課題だと私は認識しています。そういう意味でも、ぜひ村長のお

考えをお聞きしたいと思います。 

  もう一点、漁業振興を改めてお聞きしたいと思います。 

  前定例会でも、この漁業振興についてはいろいろと村長にお答えいただきました。その中

で、今後とも長期にわたる部分に関しては事務レベルの話し合いが必要だと、それを村政

に生かしていくというお考えだと思いますけれども、私は村長の考えている以上に、この

漁業被害というのは大きなものだと思います。 

  一番の問題点は、今まで保護してきた根魚が根こそぎやられてしまったと。もう一つは、

漁場まで今までの倍以上かかる。それだけ遠地まで行かなくては捕れない状態になってい

ると。 

  そういった中で、村長にもいろいろと支援を考えていただいておりますが、私はその中で

当然、父島・母島両漁業協同組合に対する支援も大事ですが、私は前から言っております

ように、漁業者に対する直接支援はぜひともやっていただきたいと考えています。この中

国船による漁場の荒廃について回復するまでの間、村長はどういう形でこの漁業振興に取

り組んでいくのか、改めてお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 杉田副議長の質問に答弁をさせていただきます。 

  まず、所信の中の航空路についてのご質問がございました。 

  日本復帰以降、今日に至るまで、当村は国・東京都に対し空港の建設を要望し、これまで
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私たちは40年以上にわたり東京都に期待をし、東京都の動きに一喜一憂し、東京都ととも

に汗をかき、奔走もしてまいりました。しかしながら、間もなく復帰50年を迎えようとす

る現在においても、その開設のめどがついていないのが現状でございます。３年後に復帰

50年という重要な節目を迎えるに当たり、何とか航空路の目鼻を立てたい、航空路の先が

見える明るい見通しを立てたい。私は４期目の任につくに当たり、その意を新たにしたと

ころでございます。 

  どのような目鼻を立てるのかということでございますが、今までの経緯を踏まえますと、

今後は小笠原空港の開設促進がさらに具体的に、かつ歩みを早めて進むことが必要でござ

います。そのために、国・東京都など空港整備に役割を担う関係各所に具体的なご支援を

要請し、そのための必要な協力体制や関係構築を図っていきたいと考えております。 

  具体的には、まず空港設置の許認可と予算づけを行う国に対して、国会と国土交通省航空

局のご理解とご支援が必要となりますので、国政に対しましては、従来からお世話をいた

だいております二階先生を中心に、地元選出の先生方をはじめ、懇意にしていただいてい

る先生方の具体的なご支援がさらにいただけるよう、関係構築を図ってまいります。 

  幸いにも、先般８月６日、二階先生のご配慮により、議長ともども菅官房長官にも航空路

の陳情をさせていただく機会を得まして、ご協力をいただける前向きな発言もいただいた

ところでございます。 

  また、航空局に対しても、空港開設に対するご理解とご指導をいただかなければなりませ

ん。こちらも先般、空港整備計画を所管する航空局の担当課長にも、私から村の航空路に

対する考え方をお伝えしてきたところでございます。 

  次に、東京都に対してでございますが、設置主体である東京都には、とにかく検討を前に

進めていただかなければなりません。その上で、私は私の意を新たにしたところの思いを

伝えるべく、久しく開かれていない航空路協議会の開設を求めていきたいと考えておりま

す。 

  また、都議会におかれては過去、全会一致での決議がなされておりますが、現状に鑑み、

都議会に対しても改めて空港開設の促進に向けた動きを要請してまいりたいと考えており

ます。 

  いずれにしましても、村議会の皆様と相談をさせていただきながら、両輪としての歩みを

進めていくことが大事だと考えているところでございます。３年後の復帰50年を迎える際

に、空港路の先が見通せる状況にするため、まずは小笠原空港の開設に向けた検討を具体
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的に、効率的に動かしていくことが必要であり、そのために考えられる必要な対応を積極

的に行ってまいりたいと、このように考えております。 

  先ほど一木議員のご質問にも答弁をしましたので、重複することになりますが、まず航空

路協議会を開設していただく。その上で、設置場所の特定をしていただくという道筋をま

ずつけることが肝要なことだと思っていますので、私の少なくとも４期目にかける思いと

いうのは、選挙に向かう前に東京都にも、国にも、それぞれの皆様にもお伝えをし、また

当選後のご挨拶でもその意はお伝えをしてまいってきたところでございますので、改めて

皆様のご協力を得ながら邁進をしてまいりたいと、このように考えているところでござい

ます。 

  引き続きまして、漁業者支援、昨年の中国船のサンゴ密漁問題に端を発しました件に対し

てのご質問をいただきました。 

  中国船密漁問題の対応といたしましては、現在も海上保安庁や水産庁による警戒監視活動

が継続され、平成28年度国土交通省の概算要求では、小笠原海上保安署について職員２名

分の増員がなされているところでございます。 

  議員ご質問の漁業者に対する支援につきましては、両漁業協同組合とご相談をさせていた

だき、中国船違法操業により被害を受けた漁業協同組合の経営の回復と安定を図るため、

父島・母島の両漁業協同組合に対し、支援金を交付する補正予算を今定例会に上程をいた

しました。 

  漁業者の皆さん、一人一人に対する直接的な支援ではございませんが、両組合の運営費の

一部に対して補助するものでございます。支援金の用途につきましては、両漁業協同組合

の判断に委ねますので、漁業者の皆様の支援のためにお使いをいただければと思うところ

でございます。 

  杉田議員からご質問をいただきました一人一人に対する支援ということは、なかなか村と

しては難しい問題がございますので、あくまでも両漁業協同組合といろいろ議論を重ねま

して、両組合の皆様が求めているものに何とか我々が沿えるよう、努力をしてまいりたい

と思います。 

  また、物心両面でということにはなるわけですが、特に私どもが村として考えなければい

けないことは、両漁業協同組合が求めている支援に対して、国や東京都にともにきちんと

陳情を要望していくということが肝要なことだと考えておりますので、これからもそのよ

うなスタンスで、しっかり両漁業協同組合の皆さんとご相談をしてまいりたいと、このよ
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うに考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 村長に改めてちょっとお聞きしますけれども、私は航空路に関してま

ずお聞きしますけれども、航空路の進展が阻まれている原因の中に、確かに協議会が開か

れていないという部分もありますけれども、どうも熱気が足りないと。以前のように期成

同盟的な民間の力を活用した方法、そういうことは考えておりますか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 今のタイミングでは考えておりません。しかし、必要なことだと思っ

ております。 

  まずは私どもと議会の皆さんとで頑張ってしかるべき方向性を、東京都・国に示していた

だける段階になったときに、いわゆるご質問にありましたような、期成同盟のような民間

の皆様のご尽力をお願いする時期が来る、このような判断をしているところでございます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） それでは村長、今年度、村長としてどういうことに、この航空路に関

して取り組むのか。例えば、先ほど村長の答弁にもあったように、３候補地をもっと絞っ

ていくとか、あとはやはり民間の活用をどうするのか。 

  それともう一つは、先ほど答弁にありましたが、以前、都議会全会派の議決をいただきま

した、小笠原空港に関して。改めてそういう必要はないのかどうかもちょっとお聞きした

いと思います。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） まず、都議会の皆様の全会一致のお願いにつきましては、再度お願い

をしていかなければならないと、このように思っております。 

  それから、現在進めている、私どもがお願いして進めてきた航空路は都営空港でございま

すので、東京都の航空路協議会の中で場所の選定を一日も急いでいただくことが肝要かと

思います。３つのうちの１つにまず絞っていただく。絞っていただいた上で、どのような

課題があるのかということが明確にならなければ、打つ手が見つかりません。そこのとこ

ろがまず第一義に目指しているところでございます。 

  その上でハードルを乗り越えるために、いろいろなご支援をいただかなければならないと

ころはご支援をいただく努力をしていくということで、ハードルを一つ一つ乗り越えてい
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くという努力を、ここまで来ますと私ら執行部だけということではなくて、議会の皆様と

一緒になって両輪で頑張っていかなければならない、このように考えているところでござ

います。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 企画政策室長に聞きます。今の村長の答弁を受けて、今年度、企画政

策室長として何を重点に置いて東京都にお願いし、そして庁内で進めていくのか。考えを

聞かせてください。 

○議長（池田 望君） 企画政策室長、樋口君。 

○総務課企画政策室長（樋口 博君） 今年度の動き方としましては、先ほど来、村長が答弁

させていただいているとおりのそれに沿いまして、実務方からも実務的に航空路の協議会

を開いていただくための努力をしたいということ。 

  それから、具体的なところでは、３案を１つに絞り込むために、今まで実務的な協議をや

っておりますが、論点整理はある程度進んでおりますので、その具体的な解決方法につい

てはまとめるところは必要かと思っています。そのために昨年来、実務的には東京都に対

して対峙し、進めてきているところでございます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 今、政策室長が答弁したように、村長と同じですけれども、候補地と

協議会を開くと、これはやはり基本な部分ですから。 

  そして、やはり村長が言ったように、執行部だけでどうのこうのという問題ではないので、

常に議長は村長と同行する場合も多いので、議長と相談しながらぜひ進めていただきたい

と、これはよろしくお願いしておきます。 

  次に、中国船問題です。 

  ちょっと村長の受け取り方と私の質問の仕方が悪かったのかな。漁業者への直接的支援と

いう部分で私がお願いしたのは、直接的にはなるかもわからないけれども、やはり一番気

になっているのが、この前言ったように燃料費なんですよ。遠くなった分だけ燃料の量が

どうしてもかかる。しかし、水揚げは変わらないと。 

  そういった中で、燃料費の支給は当然漁業協同組合でもいいです。ただ、それが一番漁業

者にはね返ってくる問題なので、そういう表現を使ったんですけれども、本来の本質的な

考え方はそういう意味ですので、よろしくその辺はお願いしたいと思います。やはり四方

を海に囲まれた小笠原で、漁師が漁に出られない、行けば行くほど赤字になると、これは
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あってはならないことですから。まして一次産業として、国で手厚い保護をされているわ

けですから、ぜひ村長にも考えていただきたいと思います。 

  もう一つ聞きますけれども、確かに海上保安署の人員は増員されました。それは結構なこ

とですけれども、船はどうなんですか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 海上保安庁全体の中で、船の増隻といいますか、船を増やす予算は取

っております。 

  ただ、来年度小笠原にすぐに特定の船が来るということではないということでございまし

て、ただ、そういうことは考えていると、船も。考えていることは事実でございます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 今、中国船の暗躍が続いている中で海上保安署の役目というのは重要

ですので、ぜひその辺も村長、気がついた折には海上保安署のほうによろしくお願いした

いと思います。 

  これからは、ちょっと別の質問に移らせていただきます。 

  まず、防災対策について２点お聞きします。 

  １点目は、奥村交流センター、あれの利活用がどうも理解できない村民が多くいると。何

が理解できないのか。例えば、昨日避難訓練がありましたけれども、避難訓練のときには

小・中学校も使い、高校も使い、扇浦交流センターも使い、奥村交流センターも使う。し

かし、本番の避難所としては使うことができない。これは多くの村民に混乱を与えるだけ

ではなく、何のために造った施設かという声もあります。避難所は、近くの避難所を利用

するから避難所であって、高波が来れば車も洗うような湾岸道路をわざわざ走ってまで行

く必要がないというのが、これは一般的な考え方だと思うんです。 

  そういう意味で、この奥村交流センターについての現況の利活用、どうしてだめなのか、

お聞きします。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷正昭君。 

○総務課長（渋谷正昭君） 昨日行いましたのは津波に対する避難訓練でございまして、先ほ

ど発言の中に本番では使わないというお話がありましたが、実際に津波警報が発令された

際には、津波災害の避難所として想定しているので、小・中学校、高校、奥村交流センタ

ー、扇浦交流センター全て、そして母島の診療所というところを想定したもので、実際に

訓練をしているところでございます。津波に対する避難所としては全て活用する、本番で
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も活用するという前提で訓練を行っております。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） まず、津波用だ、台風用だと区別すること自体、私はよく理解できな

い。それだったら、避難訓練をやった意味がないでしょう、はっきり言って。昨日の避難

訓練を見ていても、そういう区分けがない中で避難所として皆さん避難してもらっている

わけですよ。ですから、そのわかりづらい区分けをちゃんと村民にわかるように説明した

ほうがいいと思うんです。どういうことだか、その辺の説明をちゃんとお願いします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 多分、先ほどの清水議員の質問と今の台風ということでは、先般の台

風のことを杉田議員もおっしゃっていると思うんですよ。 

  先ほど清水議員のときにお答えすればよかったのかもわかりませんが、この議場の中で、

昭和58年の大きな台風を経験した人が何人かいらっしゃいますよね。今回の台風について

はそれクラスの台風であったということなんです。直撃を受ければ、それ以上の被害を受

ける可能性があったということで、扇浦も避難所としては今回は対象外。それから奥村の

話はまた担当課長が答えますので。 

  したがいまして、今回については早目に道も明るい、まだ通れるうちに高校の武道室です

ね。あそこを事前に拝見をさせていただきまして、あそこなら大丈夫ということで開設を

いたしたもので、あくまでも大きさからの特例なんですね。扇浦の避難所がうんと不安が

あるということではなくて、今回の場合にはそういう特例措置ということですので、その

点だけはご理解をいただきたいと思います。その上で、今の杉田議員の質問に答弁をさせ

ます。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） この機会に避難所の設置のおおよその概要として、まず最初に説

明させていただきたいと思います。 

  村において、まず災害時に避難所の設置というのは、台風が暴風域に入る可能性がある場

合、また土砂災害警戒情報が発令された場合、津波警報が発令された場合に実施しており

ます。これらの災害全てに対応した避難所というのが、現状いろいろな地形の問題等で設

定できておらず、父島の福祉センターや母島の支所は、台風等には対応できても、津波で

は対応できないなど、全ての災害に対応できる避難所を設置するのが難しいという状況が

ございます。 
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  特に、このところ設置する機会の多い土砂災害警戒情報による避難所というのは、避難所

に至る経路も含めますと、どの避難所にも課題がございまして、早目の避難を心がけてい

ただくというようなことが必要であります。 

  このような状況の中で、奥村交流センターでございますが、こちらは現状では津波避難施

設として位置づけております。台風時には、基本的には父島は福祉センターと扇浦交流セ

ンターとし、先ほどの清水議員への回答にもありましたが、勢力や進路、また福祉センタ

ーなどの場合は高潮の可能性など、そういった判断を対策本部のほうで行いながら、高校

も避難所として活用させていただくということになっております。 

  先般の台風15号におきましては、村長からもありました非常に強い台風、私も昭和58年の

台風の時は、旧村役場で本部というよりは、役場が飛ばないような措置をする中で対応い

たしましたけれども、やはり非常に強い勢力で直撃をするという予想がございましたので、

早目に避難所を設置することで、奥村・扇浦の地区の方の皆様にも避難できるように、

我々としては配慮したつもりでございました。 

  議員おっしゃるように、災害によって避難所が変わるというのは混乱を招く場合があるか

とは思いますが、我々としては村民の生命を守るということを第一にいろいろな判断をし

ながら、今後も早目の対応を心がけたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 総務課長の答弁を聞いていると、村民の生命優先だから、ああいう処

置も仕方ないというふうに聞こえてしまう。 

  でも、私は奥村地区の人が何でそういう話をするかといったら、総務課長が思っているよ

うなことを村民の人が理解していないからですよ、住んでいる人が。何で津波と台風で分

けるんだと。避難所というからには分ける必要はないでしょうというのが一般的な考え方

ですよ。分けるのであれば、どういう理由で分けるのか。今、土石流云々言いましたけれ

ども、しかし、その心配は他の避難所にもあると今答弁したでしょう。そしたらまた矛盾

してくるでしょう。 

  それともう一つ、いつまでもこの状態で台風用の避難所として使えないのであれば、私に

言わせれば、建築する前にわからなかったのと、そういう話、疑問もあるんですよ。です

からそれを、じゃ全ての災害に活用できるような避難所にするにはどうしたらいいかと、

そういう取り組みはされているんですか。 
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○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） まず、津波と台風についての状況で、津波につきましては、本当

に近地であれ遠地であれ、突然地震が起きて発生してきますので、とにかく高台に逃げて

いただくことが第一です。さらに余裕があれば、その避難所に逃げていただき、我々とし

ても対応を図っていくということで、起こる時点が予測できないという状況がまず１点あ

ります。 

  台風につきましては、進路等が予想されます。勢力も、今では精度高く想定されておりま

すので、そういう意味では先ほど来申し上げております早目の対応を呼びかけることで、

避難所をある程度限定しております。 

  今回の奥村の件につきましては、再度検討はしてまいりたいと思いますが、今回の判断の

中には、通常、福祉センターと扇浦という台風の設置場所というものを、勢力を勘案しな

がら高校にしたわけですが、台風が直撃している際に何らかの対応が必要な場合に、裏の

道を通れば、連絡のできる高校を我々としては選んだという判断がございます。 

  ですので、奥村につきましては、今課題となっております例えば防災道路が台風時でもあ

る程度安心して行けるようになれば、その活用も考えます。強度の問題で活用しないとい

うことではございませんので、奥村についても将来的には活用できる可能性はあると思っ

ております。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 総務課長、活用できる可能性があるじゃないよ。活用するために造っ

たんだろう。それはちゃんと活用するためにどうしたらいいかを考えなければいけないよ。 

  それと、やはり村民の皆さんに周知徹底されていないから、こういう話が出てくるんです

よ。一般村民の人はなぜ災害を分ける必要があるんだと。今のような科学が発達している

中で、津波がいつ来る、台風がいつ来るなんていうのは大体おおよその検討がつくんです

よ。先ほど総務課長も言っていたけれども、早目の避難を呼びかければ使えないわけじゃ

ないでしょう。 

  それともう一つ心配なのは、じゃ高校に避難させました。でも、台風で高波が来て湾岸道

路が冠水しました、行けません。すると一時帰宅にもすごく困難が生じるでしょう。 

  だから、私は執行部の考えをもとにして話してはだめだと、村民の皆さんの立場に立って

ちゃんと考えてください。これは、あそこも避難所として使えるように改善を要求したい

と思います。この辺、村長もぜひ考えていただきたいと思います。いかがですか。 
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○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 我々の願っているとおり防災道路ができ上がれば、奥村の交流センタ

ーは今、総務課長が言いましたように活用ができる、道が開けるということでございます

から、そういうところをまたご協力をいただきたいと思います。 

  改めて、やはり杉田議員が今住民の側に立って考えろということ、私どもも肝に銘じても

ちろんこれからも考えていくわけですが、私どもは何よりも住民の安全を考えて、今回の

台風については考えたつもりでございますので、今それぞれの避難所をいろいろ考えるこ

ととあわせて、そういう気持ちを忘れないように頑張ってまいりたいと、このように思っ

ているところでございます。よろしくどうぞお願いを申し上げます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 村長の答弁と一緒で、私たちも村民の皆さんの生命というのを先に考

えなければいけないんですよ。ですから、あらゆる方策でもって一番いいところで利活用

できる、それが私はベターだと思いますので、ぜひお願いしたいと思います。 

  最後に、もう一点お聞きします。 

  それに絡んで、今、防災無線で台風情報等をやっていますね。私はすごくいい村のサービ

スだと思いますけれども、ただ残念ながら魂が入っていない、何が足りないか。東経何度、

北緯何度、小笠原の南何キロと言ってもぴんとくる村民はいませんよ。そこをもうちょっ

とわかりやすく、村民の皆さんが頭に描けるぐらいの方法をぜひ考えていただきたいと。

それには、20年前ぐらいに一度配りました天気図をもう一度各戸配布して、保存版にして

おいてもらうとか、今、小笠原村テレビがあるんですから、その有線テレビを使ってリア

ルタイムで流してもらうとか、そういう方法もあると思います。 

  この科学が発達した時代、公共放送もメディアもリアルタイムでみんな台風情報を流して

くれるんですよ。でも、その中であえて小笠原村が台風情報を流すということを、村民の

皆様は大いに期待している人がいっぱいいるわけですよ。しかし、東経何度ってどの辺だ

ろうと、やはりよく理解できない人が多いと。そういうふうに小笠原の台風情報をすごく

大事にしている人からすると、もうちょっとサービス精神を持ってやっていただきたいな

という思いを持っていると思います。 

  そういう意味で、もうちょっとわかりやすい方法での台風情報をお願いしたいと思います

が、いかがですか。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 
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○総務課長（渋谷正昭君） 防災無線による台風情報についてですが、以前は位置情報、緯度

経度だけを放送しておりましたが、今議員からも出ましたようにやはりわかりづらいとい

うことで、台風の中心位置を方向と距離でもお知らせするように、我々としては改善した

つもりでございます。 

  ただ、天気図を配布したのは平成６年でございまして、現在では多くの方々がテレビのニ

ュースもそうですが、データ放送、また村の自主放送などを通して、さらにはインターネ

ットなどから各種気象情報で台風の状況を確認できているのではないかと思っております。 

  村民に対して一斉に情報を届けることができるこの防災無線という機能も重要であります。

これは今そういう情報が入りやすい中で、台風への注意喚起を一斉に促すということを今

は第一の目的としていますが、議員からお話のありましたさらにわかりやすい情報の提供

について、再度検討してまいりたいと考えております。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 最後にもう一言言っておきますけれども、私は、村の住民サービスは

村民の立場に立って考えてくださいということだから、そういう声があるという以上はぜ

ひ改善してほしいと、そういうふうにお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 杉田議員の意向はよくわかりましたので、それを受けとめていきたい

と思いますが、あえて私が答弁させていただきたかったのは、今度のことでも当然のこと

ではございますが、職員として。その台風の大きさによっても違ってくるわけですが、48

時間、96時間、うちの職員も早くから準備をし、村民の皆様のためにきちんと仕事をして

いるということは確かでございますので、ぜひそこのところだけはわかってやっていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

          （「それはわかっているから、魂を入れてください」と呼ぶ者あり） 

○議長（池田 望君） よろしいですね。 

          （「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（池田 望君） 杉田議員の一般質問が終わりました。 

  暫時休憩したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、暫時休憩いたします。 

  午後２時から再開いたします。暫時休憩いたします。ありがとうございました。 
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（午後１２時） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（池田 望君） 休憩前に引き続き、一般質問を再開します。 

（午後２時） 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 安 藤 重 行 君 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） まずは、村長選挙４期目を迎えられましたこと、おめでとうございま

す。これから村政について議論ができることを楽しみにしています。舵取りいかんでは大

きく変わるのが村政だと思いますので、しっかりと頑張っていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

  さて、村長選挙後の所信表明をお聞きして、昭和54年に作成された第１次小笠原村総合計

画で言っている自主性と自立性の確立、互助と連帯感の醸成の基本理念をもとに、人と自

然が共生する村を目指すことが、第４次小笠原村総合計画の将来像に掲げる心豊かに暮ら

し続けられる島になることであると確信しているということでございました。 

  しかしながら、本来であれば、30数年の長い年月の中で既に到達している、あるいは達成

しているものがなければ、絵に描いた餅になってしまうのではないかという気がします。

村長がまだその時点を目指すということは、まだできていなかったと受け取られかねない

のではないかという危惧を感じます。 

  確かに、流動人口も多い島です。まして世界自然遺産後に島民となられた方々も多くおら

れます。だから、基本理念をということで言われたのか、今回の所信表明からはちょっと

うかがい知ることができませんでした。 

  また、人と自然が共生する村という考えも一つ前の考え方ではないかというふうに感じて

います。世界自然遺産に指定されて以降、その域ではなくなっていると感じています。島

が置かれている現状を、誰かが言っている言葉をうのみにするのではなく、自分の目で確

かめてぜひ現場を見ていただいて、村政に反映させていただきたいと願っています。 

  それでは、質疑に入らせていただきます。新人議員の定めかもしれません。４点について

お伺いします。１点目は高齢者対策、２点目が環境課の業務内容について、３点目が観光

産業支援について、４番目が平和都市宣言についてです。 

  大変申し訳ないんですが、１点目だけここでやらせていただきたいと思います。２点目以
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降については、自席のほうでよろしくお願いできればと思います。 

  １点目の高齢者対策についてです。 

  ６月議会では、主に高齢者の就労対策の観点から質疑をいたしました。今回は自立した高

齢者社会の確立の視点からお伺いしたいと思います。これは寝たきりにならないための施

策、高くなる介護保険の問題、高齢者が自立した生活を営むシステムづくり、こういった

諸課題を小笠原村として具体的に対策をどのように考えているのか、村長及び村民課長に

お伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 安藤議員のご質問に答弁をさせていただきます。 

  また、答弁に入る前に、私の所信のことについて触れられました。誤解のないようにとい

うことで、あえてここで触れさせていただきます。 

  第３次、第４次と、私が村長に就任してから、村の総合計画策定をさせていただきました。

第４次見ていただけますれば、今我々が直面していることを踏まえつつ、次の世代にどう

していくかということを我々なりの形できちんとつくり上げてきたものだと思っておりま

す。 

  その中で、先輩たちが第１次総合計画を作るときに、基本理念に据えました自主・自立の

確立ということと、当時は欧米系の人、旧島民とかいろいろありましたが、今、多岐にわ

たる人たちがここで暮らしていく中で、やはり互助と連帯というのは改めてきちんと見つ

め直さなければいけないということで、あのときの理念に立ち返り、それから人と自然の

共生というのは、やはり小笠原のようなところに住んでいる以上、私は、小笠原の財産は

自然だというふうに思っておりますので、ここをきちんと踏まえることが第一だという意

味で、過去に立ち返るということではなくて、踏まえてということで申し述べさせていた

だいたつもりでございますので、そこのところをまたご理解をいただければと思うところ

でございます。 

  高齢者対策について、ご質問をいただきました。 

  村では、基本構想・基本計画におきましての高齢者に対する福祉サービスの充実のほか、

介護予防や障害の重度化防止のための支援の充実を掲げております。高齢者が安心して住

みなれた島で暮らしていけるようにするためには、介護を必要とする方へのサービスはも

ちろん、要介護状態にならないような予防事業や支援が重要であると考えます。寝たきり

にならないための対策のほか、高齢者がいつまでも元気でご活躍できるための事業を進め
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てまいります。 

  個別詳細な部分につきましては、担当課長に答弁をさせますので、よろしくお願いを申し

上げます。 

○議長（池田 望君） 村民課長、村井君。 

○村民課長（村井達人君） 安藤議員のほうから、さまざまな観点から、介護状態にならず、

できる限り高齢者が自立した生活を続けられるようということのご質問、そういった形で

の高齢者対策というご質問かと思います。 

  今般、介護保険法が改正されまして、平成27年４月から施行されておりますが、その主な

改正内容としましては介護予防、予防を重視したものとなっております。要支援者と要支

援者状態となるおそれのある高齢者、こういった方を対象としまして、介護予防と日常生

活への支援等、切れ目なく提供する仕組みとしまして、介護予防日常生活支援総合事業と

いうものが創設をされました。 

  この総合事業は、市町村の主体性を重視し、地域支援事業において多様なマンパワーや社

会資源の活用を図りながら、要支援高齢者、その他の高齢者に対しまして、介護予防や配

食・見守り等の生活支援サービスを、市町村の判断・創意工夫により総合的に提供するこ

とができる事業でございます。従来、制度上の制約から十分なサービスが提供できなかっ

た部分につきましても、この総合事業により利用者の視点に立った柔軟な対応や、既存の

枠組みにとらわれないサービスの提供が可能になります。 

  具体的には、次のような支援を充実していくことが可能になると考えられます。 

  まず、要介護認定において要支援と要介護、この認定の程度を行き来するような高齢者、

こういった方に対する切れ目のない総合的なサービスの提供をすると。また、虚弱・ひき

こもりなど、介護保険利用に結びつかない高齢者に対する円滑なサービスの導入。また、

自立や社会参加への意欲の高い方に対するボランティアによるこの事業への参加、あるい

は活動の場の提供。生活支援の必要性が高い要支援者に対する地域の実情に応じた生活を

支えるサービスの提供。 

  こういったことが行われていくということでございますけれども、小笠原村におきまして

も、この総合事業をどのように展開していくのか。現在、検討準備を進めているところで

ございます。改正介護保険法は本年４月から施行されておりますけれども、総合事業につ

きましては、平成29年４月までには各自治体において条例整備をし、事業の実施をするこ

ととなっております。 
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○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ありがとうございます。 

  介護保険法の改正があって、今年の４月から施行されているということなんですが、村民

の皆様が本当に理解されているかというと、実は難しい言葉ばかりでわからないとか、多

分今聞いていてもわかりにくいんだろうと思うんですが、そういった読む気にもなれない

とかいう状況があります。でも、これが普通だろうと思います。 

  今改正では、介護のボーダーライン上におられる方々の介護予防と日常生活の支援を切れ

目なく提供する仕組みをつくって、平成29年までに条例などの法整備を図っていくという

国の方針とのことです。今までの改正などでは、離島などについてはほとんど眼中になか

ったのです。そのために、その部分からいえば、今回は利用者の視点に立った柔軟な対応

が村としてできるという位置づけであれば、職員の柔軟な配慮もぜひ期待していきたいな

と思っております。 

  私は、寝たきりをつくらないためには何が必要かということでは、運動療法とやはり食事

療法だというふうに思っています。その実施できる拠点づくりというものを進めていくこ

とが重要だと考えています。 

  今回の改正について、実際に村が具体的にどのようなサービスを提供していくのか。また、

寝たきりにならない、介護を必要としないための具体的な策があるのか、お伺いしたいと

思います。再質問です。村民課長、よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村民課長、村井君。 

○村民課長（村井達人君） 現在検討している具体的な事業の内容でございます。村では、現

状の村の体制あるいは村内の社会資源などを活用して、実施可能と考えられる事業を検討

しているところでございます。 

  実施を検討しているものとしましては、まずデイサービスや老人会の活動になじめない方、

介護保険のサービスに当てはまらない方などが気軽に集い、日々の情報交換や相談ができ

るサロンの開設を検討しているところです。囲碁やカラオケなど、趣味や好きなことがで

きる場としてのほか、認知症カフェとしての目的も持ち、認知症の早期発見や進行予防に

繋げられるものとして、そういったサロンを考えているところです。 

  また、週に１回程度、入港翌日の商店等も落ち着いたときになろうかと思いますけれども、

自力で買い物が困難な高齢者を送迎し、お手伝いをする買い物支援サービス、こういった

ものも検討をしています。また、現行の体操教室にリハビリ機能を持たせた転倒予防教室
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などの開催など、体操教室の充実を考えております。 

  要支援認定者、介護保険の非該当の方が利用できる予防デイサービスのプログラムの充実

も検討しております。 

  また、転倒予防・認知症予防・失禁予防・口腔ケア・禁煙や節酒、お酒を控える、そうい

った教室など、テーマを絞りまして年に数回、介護予防教室を実施したいと考えておりま

す。特に、歯を丈夫に保つ、肺を健康に保つということは、いつまでも健康でいるために

非常に大切なことですので、口腔ケア、禁煙の指導につきましては若い世代も対象とし、

特に力を入れてまいりたいと考えております。 

  他にも、実施可能な事業はあるかと思われますけれども、特にこういった各事業をお手伝

いいただいたり、一部担当いただくということで、あるいは援助をいただけるように、ボ

ランティアの育成とコーディネートというものも行っていく必要があると考えているとこ

ろでございます。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ありがとうございます。 

  課長からの答弁を伺って、もっとできることがあるのではないかという実感をいたしてい

ます。これらの対応の方向によっては、村の今後の福祉施策のポイントとなる大きな問題

になっていくということになろうかと思います。どなたにお聞きしても、寝たきりになり

たくないというのが本音のようです。その対策を村が具体的にどう考えているのかを示し

ていただきたいと思い、質問しました。 

  ある先生の試算によれば、このままでは島の将来は超高齢社会になると試算されている方

がいます。今から村として対処していく打開策を検討していかなければならないと危機感

さえ感じているために、いろいろな福祉施策を展開していかなければならないと思ってい

るからです。 

  高齢の方々の運動の奨励及びそのインストラクターの養成など、健康維持システムの課題、

高齢の方々の住居と食、それから病気と見守り、そういった課題。高齢の方々が自立した

生活を営むための就労システムを構築する課題、高齢者が増えると医療費や介護保険の費

用などが高額になっていくことを抑えるためのシステムづくりの課題、島で最期を迎えら

れるためのシステムづくりの課題などが必要になってくるかと思います。 

  それぞれの課題の中で、これから行政と関係団体、そして住民と議会が協働でよいものを

構築していくことが重要であると考えています。寝たきりあるいは要介護にならず、でき
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る限り自立して生活していくために、また介護保険の負担を抑えていくためにも大変重要

な事業であると思います。村の実情に合った内容、かつ十分に効果が期待される事業を実

施していくために、社会福祉協議会あるいは明老会をはじめとする関係機関や住民とも連

携をする必要があるかと考えていますが、村としてその考えをお伺いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村民課長、村井君。 

○村民課長（村井達人君） これまで申し上げた介護予防に重点を置いた総合事業につきまし

ては、村役場の福祉部門、村民課の福祉係に設置しておりますが、地域包括支援センター

が中心になって事業を進めていくことになろうかと思いますけれども。当然、私どもの係

の職員にも限りがございますので、地域の皆様のお力を借りて進めていかなければならな

いと考えているところでございます。 

  この総合事業は市町村の主体性を重視しておりまして、これは地域の資源を十分に活用し

て、今後の高齢化・高齢社会に適応した地域づくりを、市町村が地域住民と協働して行う

ということを狙いとしているところです。 

  当村におきましても、地域の高齢者の健康状態、ニーズ等を十分に把握するとともに、今、

議員がおっしゃられたこの村の実情に合ったどのようなサービスが必要になってくるのか、

どのような地域の社会資源が活用可能なのかということを、村だけではなくて社会福祉協

議会をはじめ、各関係機関や地域住民の方々ともお話をさせていただき、村の総合事業、

これがよりよい形で寝たきり・介護にならない予防、そういったものに有効に効果が出る

ように、今後の村の総合事業の実施に向け準備を進めていきたいと、このように考えてい

るところでございます。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ありがとうございます。 

  村の抱えているニーズというのは限りなく大きいものだと思います。住民の意見を捉えな

がら、ぜひ応えていただきたいなと思っています。問題解決のために、アイデアは常に考

えています。住民と協働して行うことを狙いとしているとのことですので、ぜひ推進して

いたければと思います。 

  また、高齢者の問題だけで解決するというのではなく、障害者問題、子育て支援の問題な

どもトータルマネジメントすることで、お金をかけなくてもよりよい方向が見えるように

なりますので、ぜひよろしくお願いしておきたいと思います。ありがとうございます。 
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  それでは、２点目に入らせていただきます。２点目は環境課の仕事内容についてです。 

  今年４月に新設された環境課の業務については、昨年の村議会で質疑応答があったのかと

も思います。しかし、住民はほとんどの方がよくわからないのが現状でした。村民だより

に掲載された内容は自然保護、世界自然遺産、動物愛護及び管理、その他の自然環境に関

することとあります。具体的な説明がありませんので、環境と銘打っているのであれば、

私たちの中には環境衛生という視点が抜けているのではないのか。この所掌事務などにつ

いては、所管していたのは誰なのかと。私も含めて、住民に十分周知されていないのでは

ないかというふうに感じました。 

  世界自然遺産になったから、国や東京都から何らかの要請があって作ったものなのか。そ

うではないというのであれば、単純に世界自然遺産課の方がすっきりするのではないかな

というふうに思います。それらの疑問点をはっきりとしていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） 今年度新設しました環境課の設置理由でありますとか、業務につ

いて答弁させていただきます。 

  世界自然遺産登録後、これに伴う業務として遺産地域管理体制の構築、遺産地域の保全と

利用に関する調整及び外来種対策など、一定の進展はあるものの新たな課題も数多く生じ、

今後も遺産地域の保全と利用を図っていく上で、村が分担する業務も急増してまいりまし

た。 

  また、希少動植物の保護や外来種対策については、住民生活、生産活動、集落地域内の生

活環境及び住民のペット飼育等とも密接に関連し、これまで問題視されることのなかった

事案が次々と課題となってくるなど、自然環境以外の分野にも影響が広まっております。 

  このため、自然環境にとどまらず、生活環境を含めた環境政策を一元的に捉え、総合的な

施策を執行するための専門部署の設置が必要とのことから、本年度より新たに環境課を新

設することといたしました。 

  ご質問にありました国や東京都からの要請ということではなく、村としてそのような判断

に至りました。また、その判断に至る間には、議会の中でも環境課の新設というお話を伺

っていたところでございます。 

  ただ、庁内での検討の結果、現在、建設水道課環境衛生チームが主に担っている廃棄物対

策の件では、父島におけるリレーセンター等の課題を解決するまでは、環境衛生関係は現
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在の建設水道課において、他の専門職との連携の中で検討することが効率的との判断から、

環境課については発足当初は１課１係３名体制となりました。 

  なお、役場全体の急な欠員から、４月は２名でのスタートになりましたが、その後は環境

行政職員を採用し、７月から３名体制となっているところであります。また、これまでは

企画政策室において専門官と職員１名で担っておりましたので、実質的に職員増を図った

ところでございます。 

  また、この環境課が担う当面の業務といたしましては、環境省や林野庁、東京都とともに

世界遺産事務局の役場の主要構成員として、地域連絡会議や科学委員会及び下部組織、各

種検討会の調整、世界自然遺産に関する村民意見交換会の実施、各種猫対策のうち村民の

飼い猫によるアカガシラカラスバト及びオガサワラオオコウモリの捕食事故を防ぐための

飼い猫の適正な飼養及び室内飼いの推奨、また動物行政や愛玩動物対策、講演会や観察会

などを通した村民向け普及・啓発事業、オガサワラオオコウモリの絡まり事故を防ぐため

の硬質ネットの施工の補助などの業務を行っております。 

  また、今後新たな外来種対策の村民生活に関わる部分としまして、愛玩動物等、村民が持

ち込む場合等の対応、さらに非意図的な導入部分ではアルゼンチンアリ、アカカミアリ、

プラナリア等が持ち込まれることがないようにする調整も、他の関係管理機関や関係団体

等とともに検討していくことが求められております。 

  また、生活産業に関わる部分での有人島におけるネズミ対策も大きな問題になっており、

村の役割が求められております。 

  さらに、企画政策室の抱えていた事業の中で、エネルギービジョンに基づく防災計画との

連携した再生可能エネルギーの導入検討も行ってまいります。 

  実質増員になったとはいえ、与えられる課題を全て村が抱えるには余りにも小さな組織で

あります。庁内はもとより関係機関一体となって、小笠原における環境問題に取り組んで

まいります。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ありがとうございます。 

  この課ができたときに、村は背伸びをし過ぎではないのかというふうに、老婆心ながら思

いました。世界自然遺産になる前のいろいろな会合や説明会で、私は、実は村単独での事

業展開をすることをやめてほしいということを訴えてきました。そんなことをすれば、国

の環境省・国有林保全センター・文化庁あるいは東京都の環境局などから、全てについて
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地方行政でやるのが筋と押しつけられるという部分が多くなるのではないかということを

考えていたからです。 

  本来であれば、世界自然遺産関係については国・東京都・村が一つになる、つまり広域行

政で対応すべきだというふうに考えていました。研究所を設立あるいは設置することでこ

のようなことにならないように、また下請機関のようにならないように十分に配慮されて、

この島を守ることを最重要課題と位置づけていただければと思います。 

  環境衛生に関しては、廃棄物関連の対策もあり、今までやっていた部署がそのままやると

いうことのようですが、野ネズミから野ヤギ、シロアリ、放射能海洋ごみ、海洋汚染、観

光客のごみ、再生エネルギー問題などについては、村民に関係する部分が大きいので、課

長が言われた部分から外れたものについてはどの課が対処するのか、また教えていただき

たいと思います。ぜひ村の事務分掌があれば、提示していただければと思います。よろし

くお願いします。 

  今、ここで細部まで議論することについては、ちょっと時間的制約もありますので、担当

課に話を伺いながら理解していきたいし、島の皆様にも理解していただけるように何らか

のアナウンス、広報などの手だてを考えていただけるようにしたいと思います。新しく立

ち上げることで、少ない職員がこれだけの職務を負わされるのですから、まず勉強するこ

とから始まって特に大変だと思いますが、職員各位が体を壊さないように頑張っていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

  それでは、３点目に入らせていただきます。観光産業支援についてです。 

  この夏の台風襲来で観光客数が大幅減となって、観光業者については非常に厳しい状況に

立たされている。何らかの支援策は検討できないのか、こういった声が聞こえています。 

  以前から思っていたことですが、昨今、全国的な話題となっている西之島新々島について

の周遊ツアーの実施など、観光利用を検討して、こんなときだからこそ、ピンチをチャン

スに変えるような起爆剤にでもなればと思うのですが、村長はどのようにお考えなのか、

お伺いしたいと思います。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 今年の夏、７月に一度、８月に二度の台風によりまして、おがさわら

丸が欠航となりました。特に８月については、今期最多の乗船客数が見込まれていた便が

欠航となったことから、７月と８月合わせておよそ2,300人に近い観光客の方がご来島いた

だけなかったのかなと、推定をいたしております。これによりまして、観光事業に関わる
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方々への影響は甚大であり、皆様のご苦労は察するに余りがあるところでございます。 

  ９月にはシルバーウイークがよい曜日回りとなっておりまして、多くの観光客が乗船され

る見込みとなっており、また10月以降も大島・館山・久里浜の各寄港便や小笠原協会のツ

アー、さらには小笠原海運の謝恩ツアーなど、多くの集客のチャンスが控えております。

まずは、そうしたチャンスをしっかりと活かし切り、少しでも多くの集客増につなげてい

くことが肝要かと思っております。 

  村としましても、小笠原海運、父島・母島の両観光協会をはじめとした各関係機関と連携

をし、また村が持つ小笠原村観光局というチャンネルをフルに活用し、一層の情報発信・

宣伝周知に努めてまいります。過去、いろいろな事象があるたびに、観光客・来島者数を

増やすための努力を重ねてまいりました。その延長線において、今回も頑張っていきたい

と、このように思っているところでございます。 

  また、ご提案のありました西之島の利用につきましては、今年２月に警戒区域が６キロメ

ートルより４キロメートルに縮小されたものの、依然としてその活動は非常に活発であり、

噴火や付近水域の変色現象等は継続しており、今なお予断を許さないところでございます。 

  大人数の乗客を乗せてのツアー実施につきましては、何よりもまず安全確保が大前提とな

るので、改めてその実施方法、実施期間につきましては、運航会社・海上保安庁・国土交

通省ほか関係各機関との調整を図りながら検討してまいりたいと考えております。 

  一度、村民向けに企画をしましたこの西之島ツアーでございますが、噴火が大変激しいと

いうことで中止せざるを得なくなりました。当時からしますと、警戒区域が２キロ短くな

ったということで、今まだ西之島は噴火をし、島も拡大しているということでございます

が、今申し上げましたように関係各機関との調整を行った上で、実施できるかどうかとい

うことについては調整をしてまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ありがとうございます。 

  大島・久里浜・館山便など、集客にはまだまだ余裕があるように思います。そういったと

ころも、集客の増が図れる可能性も秘められていると思いますので、再度検討していただ

きたいなというのが考えです。 

  村民が、見てみたいという方が大勢いるということは承知されていると思います。今ご答

弁の中にもありました。人命の安全確保が第一ということは十分に理解していますが、そ

こを考慮したところでぜひ、実施できるように調整を図っていただきたいなと思います。 
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  それから、新船の就航が来年７月に控えています。その前には、逆に観光の減少も考えら

れるのではないかというふうに考えますが、担当課として何か検討されていることがあれ

ば教えてください。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） 来年、新船の就航が７月に控えているということで、現おが

さわら丸を有効に活用した特別便の企画につきましては、観光協会のほうからも声が上が

っていることは事実でございます。小笠原海運におきましても、定期便を利用した孀婦岩

などの通常ゆっくり見ることができない島々を回遊するツアーが前向きに検討されている

と聞いております。 

  新船就航前には乗り控えという懸念もありますが、この機会を前向きにチャンスと捉えま

して、より多くの集客に結びつけられるよう、村としましても各関係機関と協力の上、努

力してまいります。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ありがとうございます。 

  観光協会からも声が上がっているということです。６月であれば、運がよければアホウド

リの巣立ちも観察できるかもしれませんし、この島にはいろいろな資源があります。その

辺をぜひ、よく多くの集客を結びつけるような検討をお願いしておきたいと思います。 

  台風の襲撃が多くなるということは、今年ばかりとは限りません。地球温暖化規模の気象

異常が起こっています。これから年毎にひどくなるのかもしれません。それでも発展を促

進していかなければならないのだと思います。そんなことをこれから頑張って、観光発展

のために頑張っていただければと思います。 

  次の４点目に入らせていただきます。 

  平和都市宣言についてですが、平成７年８月、戦後50周年のときに戦没者追悼式の鎮魂の

碑の道路側に村が平和の鐘を設置されました。この式典にあわせて当時の村長が、平和都

市宣言をされました。そのときに、扇子に宣言文を記載して各世帯に配布しました。その

当時の村の封筒にも、たしか明記されていたかと思います。それもいつの間にかなくなっ

てしまいました。ちょっと残念だなという気がしています。 

  戦後70年、平和都市宣言から20年が経過しているこのタイミングで、今年の追悼式のとき

に、村長が平和都市であることを広く発信したいというお言葉が入っていました。具体的

にどのようなことをどのような方法で実施するつもりなのか、お伺いしたいと思います。 
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○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 今年、終戦から70年を迎え、小笠原の強制疎開から米国による統治、

そして日本への復帰、村の復興・振興、そして今に至る経過を振り返ると、現在の小笠原

が、そして日本がいかに平和であるのか。私だけではなく、村民の皆様が実感をしている

ことと思います。そのような思いを、今年の戦没者追悼式典における追悼の言葉に表現を

させていただいたところでございます。 

  小笠原は、強制疎開、それから24年間米国統治という他のところにはない大変悲しい、特

異な歴史を背負っている村でございます。私が追悼式典で言った言葉の中の平和都市であ

ることを広く発信したいということにつきましては、20年前、終戦から50年目の年に、私

も創案者の一人として関わった平和都市宣言を村民や来島者に知ってもらうこと、またそ

こから拡散していくような方法を、20年を経て改めて検証してみたいと考えたことに起因

いたします。 

  今申し上げましたような小笠原の特異な歴史を持ったところだからこそ、この平和宣言の

意味があるということを私は強く思っておりまして、そのことを多くの方に知っていただ

ける方法はないかなと、そう考えたことでございます。 

  制定当初、平和都市宣言の扱いにつきましては、役場の封筒の裏に全文を明記し、受け取

った相手方に読んでいただいたり、二見港の一角に平和都市宣言の碑を設置したりしてま

いりました。20年たった今、情報通信環境は各段に進化をしております。多くの方の目に

触れるような工夫ができると考えております。 

  また、碑については、小さくて余り目にする人がいないという指摘も受けたと聞いており

ます。ほかの町村で、役場の入り口に大きな立て看板を設置する事例もありますが、ただ

平和都市宣言の村と掲げるだけでは、小笠原の今の平和に至る経過を伝えることはできま

せん。桟橋の片隅に置かれている碑をもう少し人の目に触れるような工夫をしてみたいと

考えております。 

  さらに、村のホームページを工夫し、村民や小笠原に興味を持っていただいた方の目にも

触れやすいような改善をしてまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ありがとうございます。 

  私から見れば、森下村長がこの発信をするのが一番適任ではないかというふうに思ってい

ました。それは旧島民であるということを踏まえて、そのように考えていました。ただ、
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この12年間、多分そのことがずっと言われてこなかったので、ちょっと残念に思っていた

ところだったのです。そのことで今回はちょっと、私のほうとしては少し気持ち的にはよ

かったなというのが実感です。 

  それから、悲惨な体験をしている多くの自治体については、世界に対して戦争の悲惨さを

アナウンス・広報をしています。平和の誓いを出し続けています。小笠原はまだ世界にで

はありませんが、ぜひ世に発信してください。第一歩を踏み出したというところだと思い

ます。看板も、上げないよりは上げたほうがいいのかなという気がしますので、ぜひ検討

していただければと思います。 

  それから、村長も戦後70年の時を経たのですから、もう追悼の辞ではなく、平和の誓いに

されたほうがよいのではないかと考えています。既に広島・長崎・沖縄などの市町村につ

いては、平和の誓いを御魂に対してお誓い申し上げています。来年に向けてぜひ検討して

いただければなと思っています。 

  本日はありがとうございました。 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 稲 垣   勇 君 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） ６番、稲垣 勇です。 

  貨物船の安定運航について、よろしくお願いします。 

  一昨年、平成24年12月議会で現議長の池田議員から、共勝丸の件で質問が出ております。

質問から３年ほどたちました。重複する部分が多々あるかと思いますが、ご答弁をお願い

します。 

  このとき、村長は貨物船共勝丸が深く村の公共性に寄与していること、このときの質問と

村長答弁で理解・認識していることは重々承知しました。現在のガソリン・プロパンなど

の危険物の搬送、村民生活に直結している物資、行政と深く関わっている公共事業関連、

一般廃棄物・産業廃棄物などの運搬をよくやっていると思います。 

  しかしながら、このときの質問の趣旨は、村のライフラインの一翼を担っている共勝丸が、

老朽化に伴い冷蔵・冷凍が不能に陥り、非常に厳しい状態にある。特に母島は大変困って

いるとの趣旨で、修理・新造船の着手などを伺っています。その際、村長の答弁は、共勝

丸社長と相当突っ込んだ意見交換をしたということでした。 

  あれから３年ほどたちましたが、故障はそのまま、特に池田議員が心配していた油圧系の
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不具合は老朽化がさらに進み、一触即発とも漏れ聞いております。 

  突っ込んだ意見交換、この３年間で何回ぐらい、どのようなことを共勝丸と交渉してきた

のか、お聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 稲垣議員のご質問に答弁をさせていただきます。 

  私が共勝丸の社長と直接お話をしましたのは、平成24年の時点と返還45周年の式典の際、

来島されたときの２回でございます。共勝丸と私は、交渉はしておりません。共勝丸の相

談、また私どもの小笠原における共勝丸の位置付けについてのいろいろなお話し合いをさ

せていただいたということでございます。そのいずれのときにも、共勝丸の新船建造に向

けた考えをお伺いし、こちらからもお願いをしてきたところでございます。 

  また、職員同士が意見交換をしたり、昨年末には顧客として新船への要望を問われ回答し

たりした中で、新船の建造を検討していることは承知をいたしておりました。 

  改めて確認をさせましたところ、共勝丸としては２年後を目安に交渉されていたようです

が、造船所の確保に課題があり、３年後の平成30年には新船を就航させるべく、造船所に

仮発注したというお話をお聞きしております。これは、私が共勝丸の社長とお話をしたと

きとほぼ変わらないお話でございますが、多少、社長の思いよりもずれ込んできていると

いうような状況下ではないかと思います。 

  また、現船に装備をされている冷凍・冷蔵庫の修理は行われておりませんが、おがさわら

丸等で使われている同型の冷凍・冷蔵コンテナを最近配備をし、現在は不具合があるよう

ですが、修理次第、荷受けされるとのことでございました。さらに、油圧系の不具合につ

いても、昨年必要な修理は行ったとお聞きいたしております。 

  いずれにいたしましても、新造船就航までの間、並びに就航後も、生活・産業に欠かせな

い物資の運搬を担う船でありますので、今後とも意見交換等を欠かさないように努めてま

いりたいと考えているところでございます。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） 再質問させていただきます。 

  おがさわら丸は大事な船でございます。同時に、直接母島に生活物資を運搬してくれてい

る共勝丸は、母島島民にとっては大事な船でございます。母島で生活した職員は多分おわ

かりだろうと思いますが。 

  また、１月、長期にわたるおがさわら丸のドック中の搬送についても、共勝丸を含めて考



－５５－ 

え方をまとめるべきだろうと考えますが、どうでしょうか。 

  ここで１つ、私から提言したいと思います。村が公共性に資する観点から、共勝丸が村の

ライフラインを担っている以上、新造船に向けて財政上・人材等々、共同という一歩を踏

み出すことが肝要と考えますが、その際、ははじま丸新造計画で活躍した、特に船に詳し

い職員等を駆使し、住民の声を吸い上げ、よりよい船を建造していただきたいと思います

が、いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） おがさわら丸のドック中の代船につきまして、人と物の運搬を両立さ

せる代船の確保等はなかなか難しいと言われておりまして、ドック中に生活物資、郵便等

を運搬していただいている共勝丸が新船になったときには、今以上のドック中の代船機能

を持っていただければと思っております。 

  また、村は廃棄物の荷主として、村民生活の安全・安心を確保する立場として、必ずしも

直接的な財政援助や人的な支援がなくても、対等に意見を交わせる立場にあるとは考えて

おります。共勝丸としましても、今後の新船設計に当たって、何回かの顧客の意見も聞き

ながら進めたいとのことでございました。 

  議員のご提案も含め、改めて共勝丸と新船建造に向け意見交換を行い、村の役割を検討す

るように職員に指示をしてまいります。直接財政支援をするということではなく、荷主と

して貢献できることがあろうかと考えているという点が１つでございます。 

  また、社長とお話をしたときに、ははじま丸の新造船のとき、どのようなやり方をしたの

かもお話をさせていただきました。その中で、共勝丸の新造船を考えるときにも住民の声

や、もちろん私どもの職員の声というもの、意見を反映していただくように、またそうい

う協力は惜しまないということも申し述べさせていただいているところでございます。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） 総務課長にお聞きしますけれども、今の共勝丸が運航不能になるよう

な万が一の事態を考えたことがあるでしょうか。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） 村長答弁にもありましたように、共勝丸も、我々の生活に非常に

密着した重要な物資を運んでいただいております。 

  今回、改めて私のほうで共勝丸と確認の意味でお話をしたところなんですが、先ほど油圧

系の修理をしたということがございましたが、共勝丸自体も４月から８月の中で、比較的
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荷の少ないときに毎年当然ドックに入れておりますし、間を見て必要な修理を行って、運

航に支障がないように努力はするということはおっしゃっておりました。 

  ただ、それでも万が一というところでは、特に真っ先に生活に支障が出るのが、やはりガ

ソリンであるとかプロパンガスだろうと思っております。こちらについては、国の規則で

危険物の船舶運送及び貯蔵規則というのがございまして、おがさわら丸のような多くの旅

客を運搬する船では、運ぶことはほとんど不可能に近い。小笠原海運も今の船では運べな

いということはおっしゃっております。 

  ただ、小笠原によく来られている船の中では、八幡丸という船が従来から燃料については

運搬しておりまして、確認をしましたところ、危険物の搬送については許可を持っている

ので、いざとなればプロパンも運べるだろうというお返事をいただいております。本当に

万が一のことが起これば、そこは生活に関わる部分として、行政もしっかりと絡んでお願

いをし、村民生活に支障のないような体制をとりたいと思っております。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） そうすると、今、総務課長が答弁していただいたように、万が一に備

えては大丈夫だというふうに村では認識しているということですね。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） そのように認識しております。 

○議長（池田 望君） よろしいですか、はい。 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 佐々木 幸 美 君 

○議長（池田 望君） 佐々木幸美君。 

○７番（佐々木幸美君） ７番、佐々木でございます。 

  ２点ばかり、父島・母島保育園問題と、あと母島の沖港整備ということで一般質問を出さ

せてもらっております。 

  先ほど来、高齢者対策の問題が出まして、これはちょっと守りの姿勢だなということで感

じておりますけれども、それとは別に今度責めの部分ということで、小笠原に住む子供た

ちの環境をこれからどのように整えていくかということで、保育園問題にちょっと携わっ

ていきたいと思うんですけれども。 

  父島のほうも、鯰江議員から今の場所でいいのかというので意見も出されましたし、あそ

こはご存じのように奥村のゼロメートル地帯ですね。津波が来れば、あそこはいち早く浸
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水すると。 

  それで、父島・母島の湾口を見ますと、全て西を向いているわけですよね。父島もそうだ

し、沖港も西を向いて、同じような広がりを持っているわけですよね。今後起こり得る津

波災害とかになると必ず─必ずとは言いませんけれども、南海トラフをはじめ、内地から

来るのは必ず西から入ってくるというような情報が往々にしてあるんですけれども、その

ような状況に父島・母島が置かれていると。保育園もそのような場所にあるということで、

鯰江議員も、父島の保育園もあれでいいのかということを言っておりますけれども。 

  ご存じのように父島の場合、裏に階段を造って、情報をいち早くキャッチして、それで高

台に上るというような施策がとられているんですけれども。今後、またあそこもかなり古

くなっているということで、建て直すということになった場合には、どのような考えでお

られるのか。まず父島について、そのように質問をしていきたいと思います。 

  それから、母島の保育園でございますけれども、これは何度も言いますように、村民会館

と併用されていると。村民会館はもうかなり古くなっておりますし、今子供たちが寝泊ま

りしているところも、もともとはお年寄りの将棋を指すという場所として確保されてあっ

たところを、改造して、へき地保育所という形でずっと何十年って使われてきましたけれ

ども。その後整備されて、前に園庭ができたり、橋をかけたり、それからジャングルジム

ができたり、いろいろ村も工夫してやっていただいているんですけれども。 

  特に村長も前回の振興事業の中で、なるべく母島の保育園を早期にやりたいと。今回の振

興事業の前のときに、そういうふうにおっしゃっていたんですけれども、その実現がなか

なかできない。それは土地の確保もあって、母島という狭い地域の中で非常に苦労されて

いるということは理解されるんですけれども。いつになるんだろうというのが母島の保護

者からの話です。 

  実際に、前回、村の湯村支所長とか係長と一緒に適地を見に行った経緯があるんですけれ

ども、そこは土砂災害特別警戒区域ということで、前回支所長もその点について東京都と

話してきますと、もう一度進捗状況を聞いてきますといったような話があったんですけれ

ども、それも後で伺いたいと思います。 

  それで、ちょっと村長と雑談したときに、つい最近ですね。50年振りに母島に大雨が降っ

たということが、ＮＨＫをはじめ各テレビで流れましたけれども、それに対する災害とい

うものは、あそこに限っては私も何回か見に行ったけれども、出ていないわけですよね。

その点も、支所長が東京都とどのような話をされてこられたのか。 
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  それから、また後でお話ししますけれども、あそこの限られた場所に村民会館、また防災

施設、それから保育園ということではなくて、まず最初に何をすべきか。今までの課題の

中で１つ、一番最初から芽出しになっている保育園をぜひ手をつけていただきたい、この

ように思っているんですけれども。 

  あと細かい点については、自席でお話ししたいと思います。 

  ２点目でございますけれども、来年度ご存じのように、新しくおがさわら丸・ははじま丸

が就航されるということで、非常にありがたく思っているんですけれども。 

  船が新しくなっても、大きくなればなるほど、母島沖港の中での停泊というものが、今よ

りよくなるということは考えられないわけですよね。これから母島の観光産業、それから

もちろん第一次産業もそうですけれども。島民の安定した、そういう安心した定期航路を

確保できるのかといった場合に、もう一つ外に、この冬場に起こる西から北から来る波へ

の防波堤が必要ではないかということで、村長にもお願いしまして、ぜひこれを要望して

いこうではないかということです。 

  私も先日、30日に公明党の東京・山梨総合の定期総会や、夏期講習がありまして、そのと

きに高木東京都本部長にも、来られた都議会の方にも全部お配りしまして、理解をしてい

ただくようにお話ししております。この提案について村と議会がぜひ、この防波堤の実現

に向けて行っていきたいと思うんですけれども、この２点についてひとつよろしくお願い

いたします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 佐々木議員のご質問に答弁をさせていただきます。 

  まず１点目、午前中の一般質問の中からもありました子育て支援の要であります保育園、

父島・母島の保育園のことについてのご質問がございました。まず、現在のところどのよ

うな考えでいるかということを担当課長に答弁をさせまして、その後またお話をさせてい

ただければと思うところでございます。 

  続きまして、母島沖港の整備についてのご質問がございました。 

  定期船ははじま丸は、父島・母島間の唯一の交通アクセスであり、母島の村民の方々をは

じめ母島を訪れる方々にとっても、その定期船の安定した運航の確保は大変重要な課題で

あることは言うまでもございません。 

  しかし、現状におきましても、特に冬の時期に季節風や波の影響による沖港内の状態によ

っては、ははじま丸が欠航や着発運航になるなど、定期航路として運航に少なからず影響
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が出ている現状がございます。 

  ははじま丸のより安定した運航の確保、そのために必要となる港内の静止性の確保のため

には、新たな消波堤を整備することは必要不可欠なことであると考えるところでございま

す。 

  また、来年度に予定されているははじま丸の新造船の就航を契機に、母島の方々の利便性

の向上のみならず、観光客をはじめより多くの方に乗船をしていただき、母島の観光振興

を図っていく必要がございますし、港内における漁船の航行の安全確保や、港を拠点とし

て活動する漁業の振興を図る上においても、港内の静止性は不可欠なことと考えておりま

す。 

  定期船や漁船など、船舶の安定した安全な航行は、村民の日常生活や観光・漁業などの産

業振興にも欠かすことのできない前提条件であり、議員ご指摘のとおり、将来を見据えた

母島の振興・発展のため、その基礎となる消波堤をはじめとする港湾施設の整備は必要不

可欠なものと考えているところでございますので、何とか実現をするために、議会の皆様

と協力をしながら方策を考えていければと思っているところでございます。 

○議長（池田 望君） 村民課長、村井君。 

○村民課長（村井達人君） 保育園についてのご質問に答弁をさせていただきます。 

  １点目の父島保育園、父島保育園の建て替え計画についてでございますが、村民課としま

しては、現在の保育園の敷地、また隣接するふらっとハウスの敷地、旧村民会館跡地を合

わせまして一体的に児童福祉ゾーンとして捉え、子育て支援の拠点として整備をしていき

たいと申し上げてきたところでございます。 

  津波を想定した高台への移転についてですが、現状では保育所施設の規模などを考えます

と、敷地面積の問題など、高台ではなかなかふさわしい土地が確保できない状況にござい

ます。このため、父島保育園施設建て替えについては、現敷地内で行うことを考えており

ます。 

  建設計画におきましては、その建物の位置や、あるいは土台のかさ上げなど安全性に配慮

し、また後背地の避難路へのアクセスも十分に勘案してまいりたいと、このように考えて

いるところでございます。 

  次に、母島保育園についてでございます。現母島保育園は村民会館の一部を使用し、一部

改修も行いながら運営をしてまいりました。保育園として独立した施設ではないため、利

用される皆様にご不便をおかけしている部分もございます。 
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  また、母島におけるお子さんの数も増加している中で、保育園の建て替えにつきましては、

母島の施設整備を先行して実施していくという考えでございました。現在もその考え方に

変わりはないところでございます。当初、保育所の建て替え地は、現村民会館の敷地内で

検討をしてまいりましたが、その後、高台の土地利用の可能性が出てきたことから、その

地域での建設も検討をしてきたところでございます。 

  しかしながら、その高台の地域が東京都の土砂災害特別警戒区域に指定される可能性もあ

るため、現時点で建て替え地について確定できていない状況でございます。平成28年度及

び平成29年度におきまして、東京都の土砂災害特別警戒区域の調査が行われ、平成30年度

に正式な結果が出ますが、その結果を受けてからでは当然時間のかかることになりますの

で、母島保育所の建て替えについて、建設時の確定も含め、村としての判断をなるべく早

い段階で決定できるよう努力をしてまいります。 

○議長（池田 望君） 母島支所長、湯村君。 

○母島支所長（湯村義夫君） 幾つかのご質問につきましては自席でというようなことでござ

いましたので、質問の中の土砂災害防止法にかかわることにつきまして、東京都とどのよ

うな話をしたかということにつきまして報告させていただきます。 

  ６月の下旬に私が上京した際、東京都におけます土砂災害防止法の担当となる建設局河川

部の方と話し合いの場を設けさせていただきました。今までと重複する部分もありますが、

主な内容を報告させていただきます。 

  小笠原地区の基礎調査は平成28年、平成29年度に実施し、平成30年度にその結果について

発表する予定であるということ。 

  父島・母島のどちらを先にやるというようなことではなく、小笠原地区を対象とした一括

委託で実施するということ。 

  基礎調査は５年ごとに実施するということ。 

  市町村が、当該区域に建造物等の整備に関し構想や計画を持っている場合であっても、調

査の結果レッドゾーンであれば、当然のこととして指定すること。 

  基礎調査の具体的な内容は、急傾斜地であれば高さと角度であり、高さは５メートル以内

であるか、角度は30度以下であるかということ。また、地質については土砂災害防止法に

おいては全く考慮されないということであり、岩盤だからといって大丈夫というようなこ

とにはならないということ。 

  急傾斜地のレッドゾーンを解除する方法については、斜面をコンクリートで固める方法や、
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アンカーを打つといったのり枠工や擁壁による対応など、幾つかあるというようなこと。 

  調査結果後であれば、レッドゾーン等に対し指導等をすることになるというようなことと

いったものでございます。 

  また、都の担当者が事前調査ということで７月上旬に来島した際には、村側と質疑応答等

の時間を設けさせていただいたことも、あわせて報告させていただきます。 

○議長（池田 望君） 佐々木幸美君。 

○７番（佐々木幸美君） 先に、沖港のほうについて触れておきたいと思いますけれども。 

  以前、議会でも冬場対策として東港を活用しようということで、かなり精力的に特定目的

岸壁をはじめ、いろいろ方法を考えて、東京都の港湾局とも問題を提起させてもらいなが

ら、何とか東港を活用できないかということを行ってきましたけれども。石原都政の中で、

あと１ケーソンどうしても無理だということで、私たちも漁船をつけていても、かなり早

ければしょびくというのが現状でもある状況なんですよね。 

  それで、漁港として整備されているから、なかなか定期船をつけるとなるともう一つケー

ソンをつくるというような状況ではないと、非常に乗客の乗り降りとか不便性があるので、

東港がこのまま使うということはちょっと難しいのではないか。東京都も、あそこはもう

完了岸壁として既に終わっていますということを再三港湾局でも述べられるものですから、

それ以上こちらも完了岸壁ということになると、風力・風光、それから波の高さ全てまた

ゼロから調査をやり直すとなると、すごい長い年月がかかる。 

  そういう状況の中で、もう東港は漁港として置いておくというような考え方でいったほう

がいいんじゃないかと。それより沖港を大々的に整備して、これから50年、100年先の母島

の村民の安定と、それから繁栄ですね。それから父島にない母島のよさを含めて、母島沖

港の整備というものを、今後は東港なしにして重点的にやっていきたいというような考え

でおります。 

  議会としても議長にお願いして、今後そのような要望書を、行政側と足並みをそろえてや

っていきたいと思うんですけれども、その辺のところはいかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 東港を含めた今までの経緯については、今、佐々木議員がおっしゃら

れたとおりのことでございまして、ははじま丸の運航についてはここ３年ばかりの間、特

にお正月、おがさわら丸が年末年始のお客様を運んできて、母島では父島と同じように海

開き等もやるわけですけれども。そのうちの２年、一度は母島で滞在予定のお客様を父島
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のほうにお連れをし、もうすでに父島の宿泊はいっぱいでございましたから福祉センター

等々で、受け入れたというような経緯。それからもう一度は、やはり海開きもなかなか行

えないようなという状況の中で、お客様に母島に滞在をしていただくことが難しかったと

いうような事例がございました。 

  私としては、自分が目の当たりにする例というのはそういうことだったものですから、実

際に自分で実感したことはなかったんですが、今回の選挙のとき、７月９日でございます。

台風で結局ははじま丸が10日以降は母島には運航できないという状況の中で、実は９日母

島に一泊をさせていただいて、母島で個人演説会をするという予定でございましたが、そ

れが日帰りになりました。その日帰りも、ひょっとしたら着発になるというようなことの

条件つきで伺いまして、初めて沖港の中のうねりの入り具合というものを体験したわけで

ございます。 

  今回ご提案のあった防波堤ですね、消波堤と言ったほうがいいんでしょうか。それによっ

て港内の静止性が高まるということであれば、ははじま丸が着発になったりというような

可能性というのがどんどん弱まってくるわけで、安定運航に寄与するということでござい

ますので、東港がやはり近い将来に物にならない限りは、やはりそれを進めていくことが

現実的な選択肢だと思っております。 

  私も東京にお邪魔したとき、港湾関係の方ともお話をさせていただきましたし、三宅都議

ともお話をさせていただいたりしておりますが、ぜひここは議会の皆様と一緒になって、

母島の皆様のためにきちんとしたものを整備できるよう努力をしてまいりたいと、こう思

っているところでございます。 

○議長（池田 望君） 佐々木幸美君。 

○７番（佐々木幸美君） ありがとうございます。 

  私も365日、何十年間、この外防波堤のところを眺めていて、このままでは絶対もう、将

来はこれ以上の発展はないなと。常に観光客も母島に行くのには不安が募っているわけで

すよね、先ほど村長のお話にあったように、行っても帰れるのかと。また、そういう風潮

も流れるわけですよ、途中行って戻るかもわかりませんとか。そうすると行く人は非常に

不安で、それでダイバーのお客さんなんかも扱っている以上、そういう不安がもう常につ

きまとって、母島の観光産業もすごい打撃を受けているわけですよね。ああ、こんな波な

ら行けたのにというのが何回もあるわけですよ。ところが、そういう風潮とか話の中で、

いや行ったら帰れないぞというような話も出てきますと、非常にお客さんに対しても、母
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島の今後の発展を考えると不安になりますので、ぜひですね。 

  工法については、つい最近、港湾局の方と行って水深とか見た経緯はあるんですけれども。

あと専門家の考え方もありますし、そういうものを含めて、何年かかるかわからないです

けれども、父島・母島・小笠原の発展のためにぜひ実現をしていただきたいと、このよう

に思います。 

  それでは、保育園の件ですけれども、湯村支所長から、東京都と折衝した結果がほとんど

いい結果が得られていないんですけれども。あそこに診療所がありますよね、診療所。あ

れを建てるときはどういうような経緯があったのか、教えていただきたいんですが。 

○議長（池田 望君） 母島支所長、湯村君。 

○母島支所長（湯村義夫君） 現在の母島診療所の建設に当たって、どういう経緯があったか

というご質問でございますが、それまでは診療所につきましても、今の村民会館の横に建

設されておりました。 

  そして、新しい診療所に建て替えるというようなときに、高台である今の場所に選定し建

設したわけでございますけれども、当時は、今回の一連の土砂災害防止法というようなも

のはなかった状況の中での建設ということでありまして、工法としては、今の診療所の裏

側をある程度削りながら平地を増やして建てたという経緯はありますけれども、ある程度

の養生をする中で建てたということでございまして、これが今回、土砂災害防止法の関係

で調査を行ったときに、場合によっては今の診療所もレッドゾーン等に指定される可能性

はあるのではないかというふうには考えているところでございます。 

○議長（池田 望君） 佐々木幸美君。 

○７番（佐々木幸美君） 私もそう思いますね、実際のところ。先ほど話聞くと、角度30度と

かですね、斜面が。それから急傾斜地域とか、いろいろなんか難しい話が出てきて、当然

今の診療所がそれに当たらないということは、誰が見てもわかると思うんですよね。 

  そういうことを含めると、もうちょっとそのレッドゾーンという考え方に、東京都も折衝

の余地があると思うんですけれども、その辺のところは災害特別レッドゾーンですけれど

も、これに対する─幾つも、先ほど６つぐらいか、湯村支所長のほうから３つ、４つ言わ

れたんですけれども、こういう全てを当てはめると、ちょっとあそこの場所は、私は可能

性がなくなると思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 母島支所長、湯村君。 

○母島支所長（湯村義夫君） レッドゾーンに指定された場合であっても、そこに新たな構造
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物をつくる際に、そのレッドゾーンとしての指定を解除する方法があると。それが先ほど

ちょっとご説明させていただいたのり枠工とか、擁壁を持って対応できるというようなこ

とでございます。 

  そこにつきましては、例えば今の診療所がレッドゾーンになる可能性はあるものの、既に

ある高さまで擁壁があるというようなことでは、実際にレッドゾーンになっても、その土

砂災害防止法による、ちょっと詳細はわかりませんけれども、もろもろの計算式があって、

今の既存の擁壁に加えてどういった対応ができるのか。そういったことについては、平成

28、29年度の調査の結果を待たなければならないのだというふうに考えております。 

○議長（池田 望君） 佐々木幸美君。 

○７番（佐々木幸美君） 余りしつこくやっても仕方がないと思うんですけれども、この基礎

調査が５年毎に行われるということで、これもちょっとわからないんですけれども、５年

毎となると、これいつやって次回はいつになるのかということが出てきますよね、どうし

ても。いつやって、次の５年後はいつにその基礎調査をやるのかという話になると思うん

ですけれども。そうすると、平成27、28年とか30年度とかというこの年数というのが、ち

ょっと当てはまらない感じがすると思うんですけれども。 

  それから、それは解除する方法があるということであれば、ぜひ解除になるような方法を

村としてとってもらえるようにお願いしたいと思うんですけれども。先ほど村長と話した

ように、今回の雨でも大丈夫だったねという話もあるわけですよ。実際、東京都の人がそ

こを見たか、見ないかわからないんですけれども、そういう経緯もあるので。まして診療

所も隣にあるということで、あそこに大がかりな村民会館の移設とか、防災の街並みとい

うことではなくて、ともかく子供たちの保育園の安全性を保つための高台移転ということ

で、小規模な移転策を村で考え直して─考え直すと言ったら失礼ですけれども、考えてい

ただきたいと。 

  村民会館は村民会館で、あそこは非常に利便性があって、今も村民の方が卓球とか柔道と

か、それから剣道、いろいろスポーツもやっていますし、祭典も行われているので。それ

を全部高台に持っていくとなると、今後、非常に大きなビジョンを立てなければならない

と思うんですよね。それからまた防災対策、防災倉庫にしてもそうです。 

  ですから順次、そういう計画をやはり立てるということで、まず最初に話があった、前回

の振興事業の頭出しという中で、総合的ではなくて、あそこに診療所もありますし、私見

てまいりましたけれども、スペース的にも保育園くらいなら楽に取れるということで、そ
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の辺のところをまず一つ考えていただきたいと思うんですけれども、村長にお聞きしたい

と思います。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 今回、高台の話が出ましたときに、あそこに避難所、それから村民会

館、そして念願でありました保育園も新しいものと合築できるのが、僕はやはりそれが一

番理想なんだろうと思います。 

  しかし、土砂災害防止法とかの中でどの程度のものができるのかというのは、今、議論の

中にありました使う土地の大きさ、広さとか、そういうことで変わってくると思いますの

で、理想を求めつつも、そこのところはいろいろな各課の意見を踏まえて、今いただいた

意見も踏まえまして、可能性のあるもの、そして年次を追いかけて、どちらがいいのかと

いうことをよく精査して、先ほど村民課長が言いましたけれども、そう時間をかけず、近

い将来のうちに結論を村として見出したいと、そのように考えておるところでございます。 

○議長（池田 望君） 佐々木幸美君。 

○７番（佐々木幸美君） ありがとうございます。 

  それでは最後に、その時期について村長はいつごろを考えているのか、それをまずお聞き

して終わりたいと思います。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） どのような結論を見出しても、工事に着工していく行政上の手続上の

ことがありますので、そう残された時間、我々に残された時間はないと思っておりまして、

できれば今年度内に一つの方向性を打ち出したい、こう考えているところでございます。 

○議長（池田 望君） よろしいですか。 

  以上で一般質問は終了しました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（池田 望君） お諮りします。 

  本日の会議はこの程度にとどめたいと思います。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、本日の会議を終了します。 

  次回は、明日９月９日の午後３時30分より会議を開きます。 

  本日はこれにて散会いたします。 
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  ありがとうございました。 

（午後３時２５分） 

 

 



－６７－ 

平 成 ２ ７ 年 第 ３ 回 小 笠 原 村 議 会 定 例 会 会 議 録  

 

議 事 日 程 （第２号） 

                   平成２７年９月９日（水曜日）午後３時３０分開議 

 

第 １ 報告第 ９号 出資法人の経営状況について 

第 ２ 報告第１０号 平成２６年度小笠原村健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい 

           て 

第 ３ 議案第４１号 小笠原村事務手数料条例の一部を改正する条例（案） 

第 ４ 議案第４２号 小笠原村特定個人情報保護条例（案） 

第 ５ 議案第４３号 小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案） 

第 ６ 議案第４４号 職員の分限に関する条例の一部を改正する条例（案） 

第 ７ 議案第４５号 中ノ平自立支援農業団地条例の一部を改正する条例（案） 

第 ８ 議案第４６号 平成２７年度小笠原村一般会計補正予算（第２号）（案） 

第 ９ 議案第４７号 平成２７年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

           （案） 

第１０ 議案第４８号 平成２７年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

           （案） 

第１１ 議案第４９号 平成２７年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 

           （案） 

第１２ 議案第５０号 平成２７年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算 

           （第１号）（案） 

第１３ 議案第５１号 平成２７年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計補 

           正予算（第１号）（案） 

第１４ 議案第５２号 平成２７年度小笠原村下水道事業特別会計補正予算（第１号）（案） 

第１５ 議案第５３号 平成２７年度小笠原村浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）（案） 

第１６ 認定第 １号 平成２６年度小笠原村一般会計歳入歳出決算の認定について（案） 

第１７ 認定第 ２号 平成２６年度小笠原村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 

           いて（案） 

第１８ 認定第 ３号 平成２６年度小笠原村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 
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           いて（案） 

第１９ 認定第 ４号 平成２６年度小笠原村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

           いて（案） 

第２０ 認定第 ５号 平成２６年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計歳入歳出決 

           算の認定について（案） 

第２１ 認定第 ６号 平成２６年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計歳 

           入歳出決算の認定について（案） 

第２２ 認定第 ７号 平成２６年度小笠原村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

           て（案） 

第２３ 認定第 ８号 平成２６年度小笠原村浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

           て（案） 

第２４ 認定第 ９号 平成２６年度小笠原村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 

           ついて（案） 

第２５ 同意第 ３号 小笠原村副村長の選任の同意（案） 

第２６ 同意第 ４号 小笠原村教育委員会教育長の任命の同意（案） 

第２７ 発議第 ２号 地方税財源の拡充に関する意見書（案） 

追加日程 

第 １ 議案第５４号 村道改修工事（大神宮線）その１請負契約の締結について（案） 

第 ２ 発議第 ３号 安保法制に関する意見書（案） 

第 ３ 発議第 ４号 今国会で平和安全法制の成立を求める意見書（案） 
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－７０－ 

───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（池田 望君） これより本日の会議を開きます。 

（午後３時３０分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議時間の延長 

○議長（池田 望君） この際、あらかじめ会議時間の延長をしておきます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎報告第９号の上程、説明、質疑 

○議長（池田 望君） これより本日の日程に入ります。 

  日程第１、報告第９号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 報告第９号 出資法人の経営状況について。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の３第２項の規定に基づき、議会に報告する

必要があるためのものでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） ２ページをお開きください。 

  出資法人等経営状況報告書でございます。 

  １番としまして法人の概要でございますが、名称、小笠原ラム・リキュール株式会社、以

下、目的等はお手元の資料のとおりでございます。 

  ２番としまして、平成26年度事業概要ですが、平成26年度第26期の販売成績及び売上高は、

以下の表のようになっております。 

  ２ページの一番下の米印のところですが、新発売の無人酒は、今期が初めての実績となり

ますが、それ以外の販売数は減少しました。 

  消費税増税及び母島観光協会の海底熟成ラム試験事業により、売上高は47万2,799円の増

となっております。 
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  販売実績の本数と売上高を見ますと、販売数が下がっていて、ラム酒、無人酒が増えてお

りますが、ラム酒のほうが消費税の増税分、無人酒は観光協会の海底熟成ラム試験事業が

主な売り上げとなっております。 

  次のページをお開きください。 

  ３番としまして、平成26年度決算書でございますが、貸借対照表、損益計算書、剰余金計

算書及び損失処分計算書は、お手元の資料のとおりでございまして、同じく３ページの下

のほうの米印のところ、前期繰越損失額に当期利益を加え、当期末処理損失額はマイナス

339万5,724円となりました。損失分計算書、次期繰越損失がマイナス339万5,724円となり

ます。 

  ４ページをお開きください。 

  次に、平成27年度計画でございます。 

  １としまして事業計画でございますが、新商品の無人酒25度の小売店向け販売を開始。２

としまして、内地向け販売促進の強化。３としまして、島民からも愛される地酒を目指す。

４としまして、計上利益220万円を目指し、当期末処分利益をマイナス119万5,724円にした

いと考えております。 

  報告は以上でございます。 

○議長（池田 望君） 提案者の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

  安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） すみません。平成27年度の計画で、無人酒というんですかね、販売予

定金額と容量、それから何段階かに分かれているのか、その辺ちょっと教えてください。 

○議長（池田 望君） 母島支所長、湯村君。 

○母島支所長（湯村義夫君） 無人酒でございますが、これは720ミリリットルを考えており

ます。 

          （発言する者あり） 

○議長（池田 望君） 母島支所長、湯村君。 

○母島支所長（湯村義夫君） 卸売価格1,350円と考えております。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） いつも思うんですが、金額を少し高く設定されているかなというか、
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ポケットサイズとか、もっと販売というか買いやすい金額のものを、何かできないのかな

と思うんですけれども、あそこで働いている人の話を聞くと、そういうまでの設備がない

ということを、話としてはいつもされるんですが、何かもう少しやり方がないのかなと、

すごい残念な気持ちでいるんですけれども、対応はできるんですかね、これから。 

○議長（池田 望君） 母島支所長、湯村君。 

○母島支所長（湯村義夫君） 今、安藤議員からご指摘がありましたように、小瓶とか、そう

いった新たな商品の販売というようなご意見は、いろいろと伺っているところでございま

す。 

  しかしながら一方で、工場の施設、これはハード面ということになりますけれども、新し

い商品等を開発するとなると、それなりの投資が必要になってくるので、そういった限ら

れた中で、今回は少し度数を下げて、ラム酒等を広げていきたい、販売実績を増やしてい

きたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） 非常に期待できるお酒ができるのではないかと思うんですが、島民か

ら愛される地酒を目指すということで、実際、宿を経営している方たちも、飲めよという

ことで地酒を出してあげたいというふうな気持ちはあるんですが、このイの島民から愛さ

れる地酒を目指す計り売りの売り込み強化ということなんですが、どういう形で計り売り

をされていくのでしょうか。宿なんかでも買えるものなのでしょうか。その辺をちょっと

教えてください。 

○議長（池田 望君） 母島支所長、湯村君。 

○母島支所長（湯村義夫君） 通常は、720ミリリットルの大瓶あるいは300ミリリットルの小

瓶という形で販売しているところでございますけれども、お酒を飲んでいただくような各

お店についても、そういう計り売りをすることによって、販売しやすくなるような、そう

いったことが開けてくるのではないかというふうに考えておりまして、そういった販売方

法を実施していくというふうに考えております。 

  したがいまして、各お店が販売できるというふうに考えております。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） 計り売りというのは、その720ミリリットルとかの瓶に詰めるという

ことでよろしいんですか。それとも何か、もっと一升瓶とかそういうのでも詰めてくれと

か、そういうこともできるのでしょうか。 



－７３－ 

○議長（池田 望君） 母島支所長、湯村君。 

○母島支所長（湯村義夫君） そういう瓶という形状ではなくて、よく水なんか販売するのに

も、ビニール状の、何ていうんですか、ちょっとうまく表現できないんですけれども、そ

ういったものが世に出ているかと思うんですが、そういったものを、大体10リットルとか、

そのぐらいの規模で販売できればとは思っているんですけれども、その形態としては、そ

ういったものを利用して販売するというふうにしているところでございます。 

○議長（池田 望君） ほかに質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これで質疑を終了いたします。 

  これをもって報告第９号の報告は終了いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎報告第１０号の上程、説明、質疑 

○議長（池田 望君） 日程第２、報告第10号を議題といたします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 報告第10号 平成26年度小笠原村健全化判断比率及び資金不足比率の

報告について。 

  上記について監査委員の意見を付けて報告する。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）第３条第１項及び第22

条第１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けて議会に報告する必要があるためのも

のでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） それでは、ご説明いたします。 

  ２ページをお開きください。 

  平成27年９月４日付で、小笠原村代表監査委員、稲垣直彦さん、小笠原村監査委員、鯰江

 満さん、両名より、小笠原村健全化判断比率及び資金不足比率審査についての意見書を

いただいております。 
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  ３ページ目、お開きください。 

  意見書の内容につきまして、読み上げをさせていただきます。 

  １、審査の対象、平成26年度の実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負担比率（以下「健全化判断比率」という。）及び資金不足比率並びにその算定の基礎と

なる事項を記載した書類。 

  ２、審査の期間、平成27年８月25日。 

  ３、審査の要領、審査に当たっては、提出された健全化判断比率及び資金不足比率につい

て、その算定の基礎となる事項を記載した書類が、法令の趣旨に沿って適正に作成されて

いるかを確認し、更にこれらの書類の計数が正確に表示されているか、決算書の数値等と

照合を行った。 

  ４、審査の結果。 

  （１）総合意見、審査に付された下記表の健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算

定基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されていると認められた。 

  健全化判断比率は、以下の表に記載されているとおりでございます。 

  また、４ページをお開きください。 

  （２）個別意見をいただいております。 

  実質赤字比率について、平成26年度においては、実質赤字比率は発生していない。 

  連結実質赤字比率について、平成26年度においては、連結実質赤字比率は発生していない。 

  実質公債費比率について、平成26年度の実質公債費比率は、前年度より1.4ポイント下が

り12.7％と算出され、早期健全化基準25％、財政再生基準35％を下回っている。 

  将来負担比率について、平成26年度の将来負担比率は発生していない。 

  資金不足比率について、平成26年度の資金不足比率は、簡易水道事業特別会計及び浄化槽

事業特別会計とも発生していない。 

  （３）その他といたしまして、実質公債費比率が下がった要因は、平成25年度に引き続き

村債の任意繰上償還が行われたことによる。今後は、父・母両島の児童福祉施設の整備、

ごみ処理施設の整備、小笠原小・中学校の整備も計画されていて、それに伴う新たな起債

で実質公債費比率が再度上昇傾向に転じないよう、将来を見据えた健全な財政運営に努め

られたいという意見をいただいたところでございます。 

  ５ページ以降に、執行部のほうから提出をさせていただいた報告書及び、この数値を算定

するために使用した数値等の記載をさせていただいております。 
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  ご報告につきましては以上でございます。 

○議長（池田 望君） 提案者の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある委員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これをもって報告第10号の報告は終了いた

しました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第３、議案第41号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第41号 小笠原村事務手数料条例の一部を改正する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成25年法律

第27号）が、平成27年10月５日に施行されることに伴い、通知カード、個人番号カードの

発行手数料等を定める必要が生じたためのものでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） ２ページをお開きください。 

  小笠原村事務手数料条例の一部を改正する条例（案）。 

  第１条、小笠原村事務手数料条例（平成27年条例第14号）の一部を次のように改正する。 

  別表２、番号３、区分その他、住民基本台帳カードの交付の項の次に次のように加える。

通知カードの交付、１件500円。 

  第２条、小笠原村事務手数料条例の一部を次のように改正する。 

  別表２、番号３、区分その他中、住民基本台帳カードの交付の項を削り、道路区域証明願

の項の前に次のように加える。個人番号カードの交付１件、800円。 

  附則。 



－７６－ 

  １、この条例中、第１条の規定は、平成27年10月５日から、第２条の規定は、平成28年１

月１日から施行する。 

  ２、第２条の規定による改正後の小笠原村事務手数料条例第３条の規定にかかわらず、当

分の間、個人番号カードの交付を受けようとする者に対する最初の交付に係る手数料は徴

収しない。 

  ３ページから６ページに、新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） 提案者の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第41号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第４、議案第42号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第42号 小笠原村特定個人情報保護条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 



－７７－ 

  小笠原村における特定個人情報の適正な収集、保管、利用及び提供を確保し、並びに小笠

原村が保有する保有特定個人情報の開示、訂正、利用の停止、消去及び提供の停止を実施

するために必要な措置を講じ、もって、特定個人情報の安全かつ適正な取り扱いを図るた

め、本条例を制定するものであります。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） 本条例につきましては、新規条例でありますが、14ページにわた

る長文にわたりますので、お手元の議案説明資料をもとに説明とさせていただきたいと思

います。 

  議案説明資料の小笠原村特定個人情報保護条例案でございます。 

  まず、１としまして目的。 

  第１条から第２条にかけてですが、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律（以下「マイナンバー法」という。）によって指定される「個人番

号」をその内容に含む個人情報（以下「特定個人情報」という。）の安全かつ適正な取り

扱いを図るとともに、個人の権利利益の保護を図るために必要な措置等について定めるこ

とを目的としております。 

  また、本条例案第２条において、本条例案における用語の定義を定めております。 

  ２番としまして、特定個人情報の取り扱いでございます。 

  第３条から第10条にかけてでございますが、マイナンバー法においては、特定個人情報の

適正な取り扱いを確保するため、個人番号の利用範囲を限定し、利用目的以外の目的での

利用を禁止するなど、各種の保護措置が設けられております。 

  本条例案では、マイナンバー法の規定に則り、特定個人情報の取り扱いについて次の事項

を定めております。 

  特定個人情報の収集、保管利用目的の制限を第３条で、特定個人情報の保有の制限を第４

条で、特定個人情報の利用目的の明示を第５条で、特定個人情報の適正な管理を第６条か

ら第８条で、特定個人情報の目的外利用の制限を第９条で、特定個人情報の提供の制限を

第10条で、それぞれ定めてございます。 

  ３としまして、保有特定個人情報の開示、訂正及び利用停止でございますが、第11条から

第35条が、その条文になります。 



－７８－ 

  行政機関等の保有する特定個人情報に関する開示、訂正、利用停止の請求等については、

マイナンバー法により行政機関、個人情報保護等が読み替えられ、個人情報の取り扱いと

異なる規定となっているため、本条例では次の事項を定めてございます。 

  保有特定個人情報の開示請求権、開示請求の手続を、第11条から第12条で、保有特定個人

情報の開示義務、部分開示、裁量的開示及び存否の不明示を第13条から第17条で、保有特

定個人情報の開示決定等の期限を第18条から第19条で、第三者に対する意見書提出の機会

の付与を第20条で、保有特定個人情報の開示の実施、手数料を第21条から第22条で、保有

特定個人情報の訂正請求権、及び手続きを第23条から第24条で、保有特定個人情報の訂正

義務、訂正決定等の期限を第25条から第28条で、保有特定個人情報を訂正した際の、同情

報の提供先への通知を第29条で、保有特定個人情報の利用停止請求権、及び手続きを第31

条から第32条で、保有特定個人情報の利用停止義務、利用停止決定等の期限を第32条から

第35条で、それぞれ定めているところでございます。 

  ４番としまして、不服申し立てでございますが、第36条から第38条が関係条文になります。 

  開示決定等、訂正決定等、または利用停止決定等について、行政不服審査法による不服申

し立てがあったときに、一定の条件に該当する場合を除き、小笠原村情報公開条例に規定

する小笠原村情報公開審査会に諮問することを定めてございます。 

  ５としまして雑則ですが、第39条から第42条になりますが、適用除外等について第39条で

定めております。 

  また、開示請求者への情報提供等を第40条で定めております。 

  苦情処理について第41条で、またその委任について第42条で定めてございます。 

  ６としまして、施行期日ですが、附則で定めておりまして、マイナンバー法施行日と同日

の平成27年10月５日としてございます。 

  説明は以上でございます。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） 提案者の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に反対する意見の発言を許します。 



－７９－ 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第42号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 次に、日程第５、議案第43号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第43号 小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  小笠原村情報公開審査会の所掌事務に、特定個人情報保護条例に基づく不服申し立ての審

査事項を追加するためのものでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） 25ページをお開きください。 

  小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案）。 

  小笠原村情報公開条例（平成14年条例第24号）の一部を次のように改正する。 

  第15条第２項中、「小笠原村個人情報保護条例（平成17年条例第７号）第23条」の次に

「及び小笠原村特定個人情報保護条例第36条」を加える。 

  附則。 

  （施行期日） 

  この条例は、平成27年10月５日から施行する。 



－８０－ 

  26ページに新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） 提案者の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第43号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第６、議案第44号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第44号 職員の分限に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  職員が、心身の故障による休職から復職後、１年以内に、同一の疾病により、再度休職と

なる場合に、休職期間を通算する規定を設ける必要があるためのものでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 



－８１－ 

○総務課長（渋谷正昭君） 28ページをお開きください。 

  職員の分限に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  第１条中「及び」を「、」に、「、第４項」を「及び第４項」に改め、「職員の意に反す

る」の前に「、」を加える。 

  第４条中第３項を第４項とし、第２項を第３項とし、第１項の次に次の１項を加える。 

  ２、前項の場合において、休職の処分を受けた職員が第６条の規定による復職の日から起

算して１年以内に再び当該休職の処分の事由とされた疾病と同一の疾病により休職の処分

を受けるときのその者の休職期間は、当該復職前の休職期間を通算して３年を超えない範

囲内において休養を要する程度に応じ、個々の場合について、任命権者が定める。この場

合において、当該復職前の休職期間が更新されている場合にあっては、更新前の休職の開

始の日（更新が２回以上されているときは、最初の更新前の休職の開始日）から休職期間

を通算するものとし、通算した期間が３年に満たない場合においては、休職期間を通算し

て３年を超えない範囲内において、これを更新することができる。 

  第６条第１項中「第４条第１項」の次に「、第２項」を加え、「第３項」を「第４項」に

改める。 

  附則。 

  （施行期日） 

  この条例は、平成27年10月１日から施行する。 

  （経過措置） 

  この条例による改正後の職員の分限に関する条例第４条第２項の規定は、この条例の施行

の日以後に新たに休職の処分を受け、又は新たに休職期間を更新する処分を受けた者に対

して適用する。この場合において、施行の日前に受けた休職の処分又は休職期間を更新す

る処分による休職期間は、同法の休職期間に通算しないものとする。 

  29、30ページに新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 



－８２－ 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第44号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第７、議案第45号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第45号 中ノ平自立支援農業団地条例の一部を改正する条例

（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  中ノ平自立支援農業団地の就農許可について、就農の許可の期間が満了した者及び就農を

辞退した者に対し、新たに就農を許可することができる規定を追加するためのものでござ

います。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） 32ページをお開きください。 

  中ノ平自立支援農業団地条例の一部を改正する条例（案）。 

  中ノ平自立支援農業団地条例（平成13年条例第８号）の一部を次のように改正する。 

  第５条に次の１項を加える。 

  ５、村長は、第２項の規定による就農の許可の期間が満了した者及び前項の規定による就

農を辞退した者に対し、新たに就農を許可することができる。 



－８３－ 

  附則。 

  この条例は、公布の日から施行する。 

  33、34ページに新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第45号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第８、議案第46号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第46号 平成27年度小笠原村一般会計補正予算（第２号）（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） ご説明いたします。 



－８４－ 

  37ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村一般会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億7,637万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ45億1,309万7,000円と定める。 

  ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  38ページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算補正。款項ごとの補正内訳でございます。 

  次の39ページに歳出がございます。 

  40ページをお開きください。 

  第２表、地方債補正。起債の目的。 

  １番、臨時財政対策債、補正前と補正後で変更がございますのが、限度額でございます。

限度額、補正前、9,490万円、補正後、１億710万円、581万円の……、失礼しました。補正

後、１億71万円と変更になってございます。581万円の増でございます。 

  起債の目的、２番、道路整備債。こちらは、新規でございます。起債の方法、利率、償還

の方法につきましては、１番の臨時財政対策債と同様でございます。限度額につきまして

は830万円でございます。一般会計といたしましては、1,411万円の増ということになりま

す。 

  １枚めくっていただきまして、一般会計の補正予算の説明書がございます。この説明書に

沿いまして説明のほうをさせていただきます。 

  説明書のほうの２、３ページをご覧ください。 

  第１、歳入歳出予算補正。 

  歳入歳出の総括でございます。 

  ４ページ、５ページをお開きください。 

  まず歳入ですけれども、款項目を読み上げました上で節の計上説明をさせていただきます。 
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  地方特例交付金、地方特例交付金、地方特例交付金、地方特例交付金の29万1,000円につ

きましては、地方特例交付金増額分を計上したものでございます。 

  地方交付税、地方交付税、地方交付税、普通交付税の１億4,031万円につきましては、普

通交付税の増額分を計上したものでございます。 

  国庫支出金、国庫補助金、総務費国庫補助金、番号カード交付事業費の58万6,000円につ

きましては、番号カード交付事業費国庫補助金を計上したものでございます。 

  目、教育費国庫補助金、文化財保護費1,411万1,000円につきましては、文化財保護事業国

庫補助金の増額分を計上したものでございます。 

  目、土木費国庫補助金、道路整備費の1,388万7,000円につきましては、道路整備費国庫補

助金を計上したものでございます。 

  都支出金、都補助金、農林水産業費都補助金、水産業費の532万5,000円につきましては、

水産業費都補助金を計上したものでございます。 

  目、教育費都補助金、文化財保護費の352万7,000円につきましては、文化財保護事業都補

助金増額分を計上したものでございます。 

  また、学校運動場芝生化事業費の90万5,000円につきましては、学校運動場芝生化事業費

都補助金を計上したものでございます。 

  繰入金、特別会計繰入金、この後、国民健康保険特別会計繰入金、宅地造成事業特別会計

繰入金、介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計繰入金、下水道事業特別会計繰入金、

浄化槽事業特別会計繰入金、それぞれ５つの会計からの繰入金、トータル272万2,000円、

こちらは各会計の平成26年度から平成27年度への繰越金の２分の１以上を一般会計で基金

に積み立てるために各会計から繰り入れをするものでございます。 

  項、基金繰入金、財政調整基金繰入金、財政調整基金繰入金のマイナス5,386万9,000円に

つきましては、財政調整基金繰入金減額分を計上したものでございます。今年度、平成27

年度におきましては、当初予算編成時に３億円を超える財政調整基金からの繰り入れをし

た上で調整をしたということがございました。今回、歳入増が見込めるものもございまし

たことから、財政調整基金の繰入金を減額する措置をとらせていただいております。 

  繰越金、繰越金、次の６、７ページをお開きください。 

  繰越金、繰越金の3,447万4,000円につきましては、繰越金を計上したものでございます。 

  村債、村債、臨時財政対策債の臨時財政対策債581万円につきましては、臨時財政対策債

の増額分。 
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  目、土木債、道路整備債の830万円につきましては、道路整備債の増額分、それぞれ計上

をいたしております。 

  歳入合計、既定額43億3,671万8,000円、補正額１億7,637万9,000円、計45億1,309万7,000

円。 

  次のページ、お開きください。 

  歳出の計上説明をさせていただきます。 

  総務費、総務管理費、自然環境保全対策費、報酬の８万円、旅費の１万3,000円、計９万

3,000円につきましては、キャンプ禁止地域審議会に要する経費を計上したものでございま

す。 

  項、戸籍住民基本台帳費、戸籍住民基本台帳費、備品購入費の173万2,000円、負担金補助

及交付金の58万6,000円、それぞれ総合行政システムの経費増額分を計上したものでござい

ます。備品につきましては、新たに発行されますカードの裏面をプリントできるプリンタ

ーの購入を予定してございます。 

  続きまして、民生費、社会福祉費、地域福祉センター管理費、工事請負費の100万4,000円

につきましては、地域福祉センターにおけるクーラーの改修、ホール部分、事務費の経費

を計上したものでございます。 

  目、有料老人ホーム運営費、委託料183万4,000円につきましては、地下タンクの燃料貯蔵

所漏えい試験、これは法定の点検になってございます。に要する経費を計上したものでご

ざいます。 

  目、高齢社会対策費、委託料の4,000円、扶助費の140万円、計140万4,000円につきまして

は、養護老人ホーム施設措置に要する経費を計上したものでございます。 

  目、国民健康保険費、繰出金の4,344万7,000円につきましては、国民健康保険特別会計へ

の繰出金を計上したものでございます。 

  衛生費、保健衛生費、診療所運営費、委託料の183万4,000円につきましては、庁舎等管理

経費となってございますけれども、複合施設でございます関係がございまして、先ほど有

料老人ホームの運営費で説明をさせていただきました地下タンクの漏えいの試験を行うと

いう経費を、こちらにも計上してございます。法定点検ということで、老人ホームの経費、

診療所の経費、それぞれ２分の１ずつ負担して実施をするものでございます。 

  項、清掃費、塵芥処理費、工事請負費の300万円につきましては、クリーンセンターの補

修工事に要する経費を計上したものでございます。 
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  目、下水道費、繰出金の1,253万9,000円につきましては、下水道事業特別会計への繰出金

増額分を計上したものでございます。 

  項、上水道費、簡易水道費、繰出金のマイナス60万7,000円につきましては、簡易水道事

業特別会計への繰出金の減額分を計上させていただいたものでございます。 

  10、11ページをお開きください。 

  農林水産業費、水産業費、水産業振興費の負担金821万3,000円につきましては、水産振興

助成事業費の増額分、こちらは中国船の違法操業による被害対策支援金を計上したもので

ございます。 

  また、水産振興事業費の増額分につきましては、母島漁業協同組合のフォークリフト購入

のための補助経費を計上したものでございます。 

  土木費、道路橋りょう費、道路維持費、委託料の1,300万円につきましては、村道の危険

樹木伐採に要する経費を計上したものでございます。 

  道路整備費、旅費59万4,000円、需用費81万6,000円、工事請負費2,173万5,000円につきま

しては、６月の定例会におきまして、橋りょうの改修に伴う設計経費を計上させていただ

いたところでございますけれども、今回は奥村にございます無名橋、こちらは架け替え、

母島の元橋につきましては補修工事を実施するための経費として、トータル2,314万5,000

円を計上をさせていただいております。 

  続きまして河川費、項の河川費、河川総務費、工事請負費の15万円につきましては、奥村

地区にございます水路の管理経費を増額をさせていただくものでございます。雨水ますの

補修工事を実施する予定でございます。 

  教育費、小学校費、学校管理費、こちらにつきましては、先ほど歳入で説明させていただ

きました都の補助金、学校運動場芝生化事業費が計上されたことに伴いまして財源更正を

させていただいております。 

  歳出につきましては、当初予算に計上のほうをお願いしてございます。 

  目、教育振興費、需用費の46万円につきましては、小笠原小学校、母島小学校のそれぞれ

教材の購入費を増額するものでございます。 

  項、社会教育費、社会教育総務費、委託料の2,116万7,000円につきましては、小笠原オオ

コウモリによる農作物被害を防除するためのネット設置に要する経費を増額するものでご

ざいます。 

  項、保健体育費、体育施設費、公有財産購入費の80万円につきましては、母島、評議平の



－８８－ 

テニスコート用地の一部を東京都から購入するための経費を計上させていただいているも

のでございます。 

  12、13ページをお開きください。 

  諸支出金、基金費、財政調整基金費、積立金の272万2,000円につきましては、財政調整基

金への積立金を計上したものでございます。 

  目、減債基金費、積立金の3,447万4,000円につきましては、減債基金への積立金増額分を

計上したものでございます。 

  こちらは、それぞれ地方財政法の規定に伴いまして積み立てを実施するものでございます。 

  項、諸費、国庫支出金返納金、償還金利子及割引料の504万2,000円につきましては、それ

ぞれ記載がございますけれども、平成26年度におきまして交付を受けた補助金、負担金、

都の実績報告に基づき返還をするものでございます。 

  目、都支出金返納金、償還金利子及割引料の34万円につきましては、国庫支出金、返納金

同様、返還が必要な項目を計上してございます。 

  歳出合計、既定額43億3,671万8,000円、補正額１億7,637万9,000円、計45億1,309万7,000

円。 

  説明につきましては以上でございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第46号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 
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  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４７号から議案第５３号までの上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第９、議案第47号から日程第15、議案第53号までの議案７件を一

括議題とします。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、議案７件を一括議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第47号から第53号までを一括して提出させていただきます。 

  議案第47号は平成27年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（案）、議案

第48号は平成27年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）（案）、議案第49

号は平成27年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）（案）、議案第50号は

平成27年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第１号）（案）、議案

第51号は平成27年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１

号）（案）、議案第52号は平成27年度小笠原村下水道事業特別会計補正予算（第１号）

（案）、議案第53号は平成27年度小笠原村浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）（案）

でございます。 

  詳細については担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） それでは説明をさせていただきます。 

  43ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億425万5,000円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ３億7,599万1,000円と定める。 

  ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金
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額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  44ページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算補正、歳入の款項ごとの補正内訳でございます。 

  次の45ページに歳出がございます。 

  45ページの後ろから説明書がございます。 

  １枚めくっていただきまして、第１表、歳入歳出予算補正、歳入歳出のそれぞれ総括がご

ざいます。 

  もう１枚めくっていただきまして、歳入の予算説明に入ります。 

  一般会計と同様の説明をさせていただきます。 

  共同事業交付金、共同事業交付金、保険財政共同安定化事業交付金、保険財政共同安定化

事業交付金の5,885万3,000円につきましては、保険財政共同安定化事業交付金増額分を計

上したものでございます。 

  繰入金、一般会計繰入金、一般会計繰入金、その他一般会計繰入金の4,390万1,000円につ

きましては、その他一般会計繰入金増額分を計上したものでございます。 

  繰越金、繰越金、その他繰越金、その他繰越金の150万1,000円につきましては、その他繰

越金増額分を計上したものでございます。 

  歳入合計、既定額２億7,173万6,000円、補正額１億425万5,000円、計３億7,599万1,000円。 

  歳入につきましては以上でございます。 

  次のページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費、総務管理費、一般管理費、委託料の45万4,000円につきましては、国保システム

経費の増額分を計上したものでございます。 

  保険給付費、療養諸費、一般被保険者療養給付費、負担金補助及び交付金の1,964万2,000

円につきましては、一般被保険者療養給付費増額分を計上したものでございます。 

  後期高齢者支援金等、後期高齢者支援金等、後期高齢者支援金、負担金補助及交付金の

2,071万7,000円につきましては、後期高齢者支援金、こちらは増額分になります。2,071万

7,000円を計上したものでございます。 

  共同事業拠出金、共同事業拠出金、保険財政共同安定化事業拠出金、負担金補助及交付金

の6,191万5,000円につきましては、保険財政共同安定化事業拠出金増額分を計上したもの
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でございます。 

  諸支出金、償還金及還付金、国庫支出金返納金、償還金利子及割引料の１万3,000円につ

きましては、国庫支出金の返納金を計上したものでございます。 

  続きまして、目、都支出金返納金、償還金利子及割引料の１万3,000円、こちらにつきま

しても都支出金の返納金を計上したものでございます。 

  項、繰出金、一般会計繰出金、繰出金の150万1,000円につきましては、一般会計への繰出

金を計上したものでございます。これは、地方財政法による余剰金の処分でございますけ

れども、国民健康保険特別会計には基金がございませんので、一般会計へ繰り出して、一

般会計において基金の積み立てをするものでございます。 

  歳出合計、既定額２億7,173万6,000円、補正額１億425万5,000円、計３億7,599万1,000円。 

  国保会計につきましては以上でございます。 

  恐れ入ります。 

  48ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額からそれぞれ2,756万5,000円を減額し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ２億9,016万円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  49ページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算補正のうちの歳入が、この49ページ、次の50ページに歳出がござい

ます。 

  51ページをお開きください。 

  第２表、地方債補正、起債の目的、簡易水道事業整備債、補正前と補正後で変更がござい

ましたのが限度額でございます。限度額、3,810万円が変更後で3,270万円になります。540
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万円のマイナスでございます。 

  次のページをお開きください。 

  簡易水道事業特別会計の予算説明書でございます。 

  １枚めくっていただきますと、歳入歳出予算補正、歳入歳出の款ごとの総括がございます。 

  次のページ、歳入の款項目節の記載がございます。こちらをもちまして説明をさせていた

だきます。 

  国庫支出金、国庫補助金、簡易水道整備事業国庫補助金、簡易水道整備事業費のマイナス

1,388万7,000円につきましては、簡易水道整備事業費の減額分を計上したものでございま

す。 

  都支出金、都補助金、簡易水道整備事業都補助金の簡易水道整備事業費のマイナス788万

円につきましては、簡易水道整備事業費の減額分を計上したものでございます。 

  繰入金、繰入金、繰入金、一般会計繰入金のマイナス60万7,000円につきましては、一般

会計繰入金の減額分を計上したものでございます。 

  繰越金、繰越金、繰越金、繰越金の20万9,000円につきましては、繰越金を計上をさせて

いただいております。 

  村債、村債、簡易水道事業整備債、簡易水道事業整備債のマイナス540万円につきまして

は、簡易水道事業整備債の減額分を計上したものでございます。 

  歳入合計、既定額３億1,772万5,000円、補正額マイナス2,756万5,000円、計２億9,016万

円。 

  次のページをご覧ください。 

  歳出でございます。 

  建設改良費、建設改良費、建設改良費、需用費のマイナス54万4,000円、工事請負費のマ

イナス2,723万円、計マイナス2,777万4,000円につきましては、小笠原諸島振興開発事業費

の簡易水道施設整備費を減額したものでございます。 

  先ほど一般会計におきまして、道路の、橋りょうの改修、かけかえの補正予算を計上をさ

せていただいておりますけれども、非常に緊急的に対応をする必要がございました関係上、

こちらの同じく小笠原諸島振興開発事業費に、簡易水道の事業を一部減額をいたしまして

橋りょうの工事に回したということがございました。 

  諸支出金、基金費、簡易水道事業基金費の積立金20万9,000円につきましては、簡易水道

事業基金費を計上したものでございます。 
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  歳出合計、既定額３億1,772万5,000円、補正額マイナス2,756万5,000円、計２億9,016万

円。 

  続きまして、宅地造成事業特別会計の補正予算でございます。 

  54ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額にそれぞれ59万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ941万円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  55ページに款項ごとの歳入の補正内訳がございます。 

  次の56ページに歳出がございます。 

  歳出の後、１枚めくっていただきますと、補正予算の説明書がございますので、こちらの

ほうを説明をさせていただきます。 

  歳入歳出予算補正、歳入歳出の款項ごとの補正の総括でございます。 

  もう１枚おめくりください。 

  歳入でございます。 

  繰越金、繰越金、繰越金の59万1,000円は、繰越金を計上したものでございます。 

  歳入合計、既定額881万9,000円、補正額59万1,000円、計941万円でございます。 

  次のページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費、総務管理費、業務管理費の委託料の29万5,000円につきましては、業務管理費、

業務管理等に要する経費を計上させていただいております。 

  続きまして、諸支出金、繰出金、一般会計繰出金、繰出金の29万6,000円につきましては、

一般会計に繰り出しをして一般会計で積み立てをするというための余剰金処分のために、

こちらに計上させていただいたものでございます。 

  歳出合計、既定額881万9,000円、補正額59万1,000円、計941万円。 
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  宅地造成事業特別会計につきましては、以上でございます。 

  続きまして、59ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額にそれぞれ634万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ7,873万2,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  次のページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算補正、款項ごとの歳入の補正内訳でございます。 

  次の61ページに、歳出がございます。 

  その後、もう１枚めくっていただきますと、予算の説明書。 

  もう１枚めくっていただきますと、補正の総括がございます。 

  もう１枚おめくりいただくと、歳入の予算説明書がございます。 

  支払基金交付金、支払基金交付金、介護給付費交付金過年度分の26万4,000円につきまし

ては、介護給付費交付金過年度分を計上したものでございます。 

  都支出金、都負担金、介護給付費負担金、過年度分の37万3,000円につきましては、介護

給付費都負担金過年度分を計上したものでございます。 

  繰越金、繰越金、繰越金、繰越金の570万5,000円につきましては、繰越金を計上したもの

でございます。 

  歳入合計、既定額7,239万円、補正額634万2,000円、計7,873万2,000円。 

  次のページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  保険給付費、介護サービス等諸費、介護サービス等給付費、負担金補助及交付金の63万

9,000円につきましては、介護サービス等給付費の増額分を計上したものでございます。 

  基金積立金、基金積立金、介護給付費準備基金積立金、積立金の512万9,000円につきまし

ては、積立金の増額分を計上したものでございます。ほかの会計と同様、余剰金の積み立
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てでございます。 

  諸支出金、償還金及還付金、国庫支出金返納金、都支出金返納金、支払基金支出金返納金。

目が３つございます。節につきましては、３つとも償還金利子及割引料でございます。50

万5,000円、３万6,000円、３万3,000円、それぞれ返還、返納に要する経費を計上させてい

ただいております。 

  歳出合計、既定額7,239万円、補正額634万2,000円、計7,873万2,000円。 

  介護の保険事業勘定につきましては、以上でございます。 

  続きまして、64ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額にそれぞれ79万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ１億7,273万5,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  次のページをお開きください。 

  款項ごとの歳入の補正内訳でございます。 

  次の66ページに歳出がございます。 

  １枚めくっていただきますと、予算説明書がございます。 

  もう１枚めくっていただきますと、補正の総括。 

  もう１枚おめくりください。 

  歳入の繰り越しの部分から説明をさせていただきます。 

  繰越金、繰越金、繰越金、繰越金の79万1,000円につきましては、繰越金を計上したもの

でございます。 

  歳入合計、既定額１億7,194万4,000円、補正額79万1,000円、計１億7,273万5,000円。 

  次のページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  諸支出金、繰出金、一般会計繰出金、繰出金の79万1,000円につきましては、一般会計へ
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の繰出金増額分を計上したものでございます。こちらの金額は、一般会計へ繰り出された

上で一般会計で積み立てをされます。 

  歳出合計、既定額１億7,194万4,000円、補正額79万1,000円、計１億7,273万5,000円。 

  介護サービス事業勘定は以上でございます。 

  続きまして、69ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村下水道事業特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,264万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ２億2,301万8,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  次の70ページをお開きください。 

  款項ごとの歳入の補正内訳でございます。 

  また、その71ページには歳出の補正内訳がございます。 

  ２枚めくっていただきまして、歳入の繰入金のところから説明をさせていただきます。 

  繰入金、繰入金、繰入金、一般会計繰入金の1,253万9,000円につきましては、一般会計繰

入金増額分を計上したものでございます。 

  繰越金、繰越金、繰越金、繰越金の10万8,000円につきましては、繰越金を計上したもの

でございます。 

  歳入合計、既定額２億1,037万1,000円、補正額1,264万7,000円、計２億2,301万8,000円。 

  次のページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費、総務管理費、業務管理費、工事請負費の1,253万9,000円につきましては、父島し

尿処理場の管理経費の増額分といたしまして530万3,000円、母島し尿処理施設管理経費の

増額分といたしまして723万6,000円を計上してございます。 

  父島は、道路改修に伴いまして、施設の改修が必要となった部分の補修、母島につきまし

ては、汚泥脱水機の維持補修工事に要する経費を、それぞれ計上をさせていただいており

ます。 
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  諸支出金、繰出金、一般会計繰出金、繰出金の10万8,000円につきましては、一般会計へ

の繰出金の増額分を計上してございます。余剰金の処分のためでございます。 

  歳出合計、既定額２億1,037万1,000円、補正額1,264万7,000円、計２億2,301万8,000円。 

  下水道事業会計は以上でございます。 

  74ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村浄化槽事業特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額にそれぞれ２万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ2,166万2,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  75ページをお開きください。 

  歳入歳出の款項ごとの補正内訳でございます。 

  75ページに歳入、次の76ページに歳出がございます。 

  また、２枚めくっていただきまして、歳入の繰越金、こちらから説明をさせていただきま

す。 

  繰越金、繰越金、繰越金、繰越金の２万6,000円につきましては、繰越金を計上したもの

でございます。 

  歳入合計、既定額2,163万6,000円、補正額２万6,000円、計2,166万2,000円。 

  次のページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  諸支出金、繰出金、一般会計繰出金、繰出金の２万6,000円につきましては、一般会計繰

出金の増額分を計上したものでございます。地方財政法の規定により、余剰金の処分をす

るものでございます。 

  歳出合計、既定額2,163万6,000円、補正額２万6,000円、計2,166万2,000円。 

  説明につきましては以上でございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） ご苦労さまでした。 
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  提案者の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

  一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） ページ数が書いていないんですけれども、57ページの１ページ前です。

宅地造成の予算説明書ですけれども、委託料が29万5,000円増えております。 

  これは、金額からすると、恐らく草刈りの委託料でしょうか。まず、その辺のことをお聞

きしたいのと、あと、なぜこの29万5,000円増えたのか、詳細に教えてください。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） 今年度は、特に台風等の影響によりまして、敷地内にございます

木が倒れるとか、そういったことが何度か生じておりまして、その処分に要する経費が増

えております。年度当初にも予算は計上はしているのですけれども、今回、処分料が増え

た分を、繰越金の増額という形で計上をさせていただいたものでございます。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） わかりました。 

  これは草刈りの委託料とは、別の委託料ということですね。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） 項目としては、委託料に、いわゆる施設の管理として一緒に含ま

れているものでございます。 

  けれども今回、計上させていただいたのは、草というよりも、木の処分に要する経費とし

て計上のほうをさせていただいているものでございます。 

○議長（池田 望君） ほかに質疑のある議員は挙手をしてください。 

  ほかにないでしょうか。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。 

  議案第47号から議案第53号までの議案７件を一括して採決することにご異議ございません

か。 
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          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第47号から議案第53号までに賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎認定第１号から認定第９号までの上程、説明、委員会付託 

○議長（池田 望君） 日程第16、認定第１号から日程第24、認定第９号までの認定９件を一

括議題とします。 

  なお、各会計の款別の金額読み上げは省略したいと思います。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、認定９件を一括議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 認定第１号から第９号までを一括して提出させていただきます。 

  認定第１号は平成26年度小笠原村一般会計歳入歳出決算の認定について、認定第２号は平

成26年度小笠原村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第３号は平成

26年度小笠原村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第４号は平成26

年度小笠原村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第５号は平成26年

度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第６号

は平成26年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、認定第７号は平成26年度小笠原村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、認定第８号は平成26年度小笠原村浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

認定第９号は平成26年度小笠原村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてで

ございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） それでは、説明をさせていただきます。 
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  製本されております平成26年度小笠原村決算、こちらをご用意いただきたいと思います。 

  ４ページ、５ページをお開きください。 

  平成26年度の小笠原村の決算の総括表でございます。一般会計から後期高齢者医療特別会

計、こちらの総合計ということで、歳入決算額の一番下、歳入の総合計が57億4,330万

8,696円でございます。 

  次の５ページ目になりますけれども、歳出の決算額56億5,827万1,646円でございます。 

  差し引きの残額、一番右の列になりますが、差し引きの残額が8,503万7,050円という金額

になります。 

  続きまして、６、７ページをお開きください。 

  平成26年度小笠原村一般会計歳入の決算書でございます。 

  トータルの収入済額を読み上げさせていただきます。 

  一般会計歳入は、村税から、１枚おめくりください。 

  村債までの20款、こちらの歳入合計が40億1,622万4,190円でございます。 

  10、11ページをお開きください。 

  続きまして、一般会計の歳出決算でございます。 

  議会費から、１枚めくっていただきたいんですけれども、次のページ、予備費までの12款

の歳出合計が39億4,727万7,766円。 

  歳入歳出の差し引き残額が6,894万6,424円でございます。 

  14ページ、15ページをお開きください。 

  平成26年度小笠原村国民健康保険特別会計歳入決算書でございます。 

  歳入につきましては、国民健康保険税から諸収入までの12款、歳入合計につきましては収

入済額の一番下になります。３億4,124万972円でございます。 

  16、17ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費から予備費までの10款、歳出合計、支出済額の合計が３億3,824万89円。 

  歳入歳出の差し引き残額が300万883円となります。 

  18、19ページをお開きください。 

  平成26年度小笠原村簡易水道事業特別会計歳入決算書。 

  簡易水道事業会計の歳入でございますけれども、分担金及び負担金から村債までの９款、

歳入合計は収入済額８億4,914万7,945円でございます。 
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  20、21ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費から予備費までの５款、歳出合計、支出済額は８億4,873万820円。 

  歳入歳出の差し引き残額が41万7,125円でございます。 

  22、23ページをお開きください。 

  平成26年度小笠原村宅地造成事業特別会計歳入決算書でございます。 

  事業収入から諸収入までの４款、歳入合計は収入済額825万4,522円でございます。 

  24、25ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費、諸支出金、予備費の３款、歳出合計、支出済額766万3,018円。 

  歳入歳出の差し引き残額が59万1,504円でございます。 

  26、27ページをお開きください。 

  平成26年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計歳入決算書。 

  保険料から村債までの11款、歳入合計は収入済額7,528万1,562円でございます。 

  次のページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費から予備費までの８款、歳出合計、支出済額6,502万3,677円。 

  歳入歳出差し引き残額1,025万7,885円でございます。 

  次のページをお開きください。 

  平成26年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計歳入決算書。 

  サービス収入から諸収入までの５款、歳入合計、次のページの収入済額でございます。１

億5,123万2,351円。 

  32、33ページをお開きください。 

  歳出でございますが、総務費から予備費までの４款、歳出合計は支出済額１億4,965万468

円でございます。 

  歳入歳出の差し引き残額が158万1,883円でございます。 

  34、35ページをお開きください。 

  平成26年度小笠原村下水道事業特別会計の歳入決算書。 

  分担金及び負担金から村債までの７款、歳入合計、収入済額が２億5,078万6,301円。 

  36、37ページをお開きください。 
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  歳出のほうが、総務費から予備費までの５款、歳出合計が支出済額２億5,057万1,103円。 

  歳入歳出の差し引き残額が21万5,198円でございます。 

  38、39ページをお開きください。 

  平成26年度小笠原村浄化槽事業特別会計歳入決算書。 

  分担金及び負担金から村債までの８款、歳入合計、収入済額2,318万2,450円でございます。 

  40、41ページをお開きください。 

  続きまして、歳出決算書でございます。 

  総務費から予備費までの５款、歳出合計、支出済額2,315万6,302円。 

  歳入歳出の差し引き残額が２万6,148円でございます。 

  42、43ページをお開きください。 

  平成26年度小笠原村後期高齢者医療特別会計歳入決算書。 

  後期高齢者医療保険料から諸収入までの４款、歳入合計が収入済額2,795万8,403円でござ

います。 

  44、45ページをお開きください。 

  歳出決算書でございます。 

  総務費から予備費までの６款、歳出合計、支出済額2,795万8,403円。 

  歳入と同額でございますので、歳入歳出の差し引き残額はございません。 

  この後、この決算書の中には、各会計の歳入歳出の事項別の明細書、実質収支に関する調

書、財産に関する調書の記載がそれぞれございます。 

  説明につきましては以上でございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

          （「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 動議を提出いたします。 

  平成26年度小笠原村各会計歳入歳出決算の認定につきましては、平成26年度決算特別委員

会を設置し、同委員会に付託して審査されることを提案いたします。 

○議長（池田 望君） ただいまの動議を議題とすることにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  平成26年度決算特別委員会設置の動議を議題といたします。 



－１０３－ 

  要綱（案）はお手元に配付してあります。 

  朗読は省略いたします。 

  本件は、動議のとおり決定することにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  平成26年度決算特別委員会設置及び平成26年度小笠原村各会計歳入歳出決算の認定につい

ては、同委員会に付託することに決定いたしました。 

  委員は、お手元に配付してあります名簿のとおり指名したいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、委員はお手元に配付の名簿のとおり選任することに

決定いたしました。 

  お諮りします。 

  平成26年度決算特別委員会を招集するため、暫時休憩したいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  よつて、暫時休憩いたします。 

  次回は５時20分から再開いたします。 

（午後５時８分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（池田 望君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後５時２０分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎決算特別委員会報告 

○議長（池田 望君） 平成26年度決算特別委員会より報告があります。 

  一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） ご報告します。 

  平成26年度決算特別委員会において、私、一木重夫が委員長に、清水良一君が副委員長に

選出されましたのでご報告いたします。 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎同意第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第25、同意第３号を議題とします。 

  地方自治法第117条の除斥規定により、渋谷正昭君はしばらくの間退場してください。 

          （渋谷正昭君退場） 

○議長（池田 望君） 提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 同意第３号 小笠原村副村長の選任の同意について。 

  上記について同意されたい。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  地方自治法（昭和22年法律第67号）第162条の規定に基づき、小笠原村副村長の選任につ

き、議会の同意を得る必要があるためのものでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしく同意のほどお願いを申し上げます。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） ご説明いたします。 

  資料２ページをお開きください。 

  小笠原村副村長の選任の同意について。 

  地方自治法第162条の規定に基づき、下記のとおり選任する。 

  記。 

  氏名、渋谷正昭。 

  次章以下は記載のとおりでございます。 

  ご同意のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

  一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 一般質問で、ちょっと聞こうと思っていたことが聞けなかったので、

ちょっとこの場でお聞きしたいと思います。 

  村長が、これ求める副村長の像というのは、どのようなものでしょうか。副村長というと、

特別職に当たります。この副村長という職が、政治家なのか行政マンなのか、またその中
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間に値するような職なのか、その辺のところを村長の考えをお聞かせください。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 特別職でありますので、中間というよりは、両方兼ね備えている方が

理想だと思っております。 

  私の場合、特に行政経験を持たないものでございますから、行政経験を有する者を選任の

重きに置いております。 

○議長（池田 望君） ほかに質疑はございますか。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  同意第３号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  渋谷正昭君の退場を解きます。 

          （渋谷正昭君入場） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎同意第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第26、同意第４号を議題といたします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 同意第４号 小笠原村教育委員会教育長の任命の同意について。 

  上記について同意されたい。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第４条第１項の規定
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に基づき、小笠原村教育委員会教育長の任命につき議会の同意を得る必要があるためのも

のでございます。 

  詳細は担当課長に説明をさせます。 

  同意のほどよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（池田 望君） 総務課長、渋谷君。 

○総務課長（渋谷正昭君） 次のページをお開きください。 

  小笠原村教育委員会教育長の任命の同意について。 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づき、下記のとおり任

命する。 

  氏名、松本 隆。 

  住所、生年月日、略歴につきましては、お手元のとおりでございます。 

  よろしくご同意のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） 提案者の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  同意第４号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意することに決定しました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎発議第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第27、発議第２号 地方税財源の拡充に関する意見書（案）を議
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題といたします。 

  案文はお手元に配付してあります。 

  朗読は省略し、直ちに採決を行います。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  発議第２号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加 

○議長（池田 望君） 次に、日程の追加についてお諮りします。 

  議案第54号、発議第３号及び発議第４号を日程に追加し、追加日程第１から第３として議

題としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、議案第54号、発議第３号及び発議第４号の日程に追

加し議題とすることに決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第５４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 追加日程第１、議案第54号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第54号 村道改修工事（大神宮線）その１請負契約の締結につい

て（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成27年９月８日。小笠原村長、森下一男。 

  議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和54年条例第24号）

第２条の規定により、議会の議決に付す必要があるためのものでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 
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○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） ご説明いたします。 

  資料２ページをお開きください。 

  道路改修工事（大神宮線）その１請負契約の締結について（案）でございます。 

  道路改修工事（大神宮線）その１施行のため、次のとおり工事請負契約を締結する。 

  ただし、設計変更に伴い、必要があるときは、請負金額の２割以内において変更すること

ができる。 

  記。 

  １、契約の目的、村道改修のため。 

  ２、契約件名、道路改修工事（大神宮線）その１。 

  ３、契約の方法、指名競争入札。 

  ４、契約金額、6,836万4,000円。 

  ５、契約の相手、大昭産業株式会社。 

  契約関係の資料につきましては、次のページに添付をさせていただいております。 

  ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（池田 望君） 提案者の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第54号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎発議第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 追加日程第２、発議第３号を議題とします。 

  提案議員の提案理由の説明を求めます。 

  杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 提案理由の説明の前に、この発議に関して、私なりの意見を申し述べ

させていただきたいと思います。 

  安保法制に関する、この発議２件ですが、現在、国会においても、長期にわたり審議をし

てきて、そしていよいよ大詰めという形で、もう来週には採決を迎えようかという状態で

ございます。 

  その今の状況において、私は、意見書を出す必要性を感じておりません。ですから、この

意見書の提出自体に、私は反対をいたしますので、この審議中は退席させていただきたい

と思っておりますので、議長ご了解ください。 

○議長（池田 望君） はい。 

○５番（杉田一男君） ということで、私は退席いたします。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） 発議第３号。提出者、小笠原村議会議員、清水良一。 

  安保法制に関する意見書（案）。 

  上記の議案を別紙のとおり、小笠原村村議会会議規則第14条第１項及び第２項の規定によ

り提出します。 

  （提案理由） 

  現在国会で議論されている安保法制に関する法案は、当村が宣言している不戦と恒久平和

を守られない恐れがあるためより慎重な審議を求める。そのためにこの議案を提出いたし

ます。 

  よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 意見書案はお手元に配付してあります。 

  お諮りします。 

  本案は質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 
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  発議第３号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立少数） 

○議長（池田 望君） 起立少数と認め、本案は否決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎発議第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 追加日程第３、発議第４号を議題とします。 

  提案議員の提案理由の説明を求めます。 

  一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 今国会で平和安全法制の成立を求める意見書（案）。 

  上記の議案を、別紙のとおり小笠原村議会会議規則第14条第１項及び第２項の規定により

提出します。 

  提案理由です。 

  切れ目のない平和安全法制は、中国密漁船問題等のグレーゾーン事態、及び島しょ防衛等

への対処をする上で極めて重要である。平和安全法制の今国会での成立を図るよう強く求

めるために、本議案を提出する。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 意見書案は配付してあります。 

  お諮りします。 

  本案は質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  発議第４号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  退席議員の杉田一男さん、入室ください。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（池田 望君） お諮りします。 

  本日の会議はこの程度にとどめたいと思います。これにご異議ありませんか。 
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          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、本日の審議を終了いたします。 

  次回は９月18日午後２時より会議を開きます。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ありがとうございました。 

（午後５時３６分） 
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平 成 ２ ７ 年 第 ３ 回 小 笠 原 村 議 会 定 例 会 会 議 録  

 

議 事 日 程 （第３号） 

                    平成２７年９月１８日（金曜日）午前１１時開議 

 

第 １ 認定第 １号 平成２６年度小笠原村一般会計歳入歳出決算の認定について（案） 

第 ２ 認定第 ２号 平成２６年度小笠原村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 

           いて（案） 

第 ３ 認定第 ３号 平成２６年度小笠原村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

           いて（案） 

第 ４ 認定第 ４号 平成２６年度小笠原村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

           いて（案） 

第 ５ 認定第 ５号 平成２６年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計歳入歳出決 

           算の認定について（案） 

第 ６ 認定第 ６号 平成２６年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計歳 

           入歳出決算の認定について（案） 

第 ７ 認定第 ７号 平成２６年度小笠原村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

           て（案） 

第 ８ 認定第 ８号 平成２６年度小笠原村浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

           て（案） 

第 ９ 認定第 ９号 平成２６年度小笠原村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 

           ついて（案） 

追加日程 

第 １ 発委第 ４号 都道行文線未整備区間の整備再開を求める意見書（案） 
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出席議員（８名） 

      １番   清 水 良 一 君    ２番   安 藤 重 行 君 

      ３番   一 木 重 夫 君    ４番   鯰 江   満 君 

      ５番   杉 田 一 男 君    ６番   稲 垣   勇 君 

      ７番   佐々木 幸 美 君    ８番   池 田   望 君 

───────────────────────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

出席説明員 

村 長 森 下 一 男 君 副 村 長 石 田 和 彦 君 

教 育 長 伊 藤 直 樹 君 総 務 課 長 渋 谷 正 昭 君 

総務課副参事 鈴 木 敏 之 君 
総 務 課 
企画政策室長 樋 口   博 君 

財 政 課 長 江 尻 康 弘 君 村 民 課 長 村 井 達 人 君 

医 療 課 長 佐々木 英 樹 君 産業観光課長 牛 島 康 博 君 

環 境 課 長 深 谷 雪 雄 君 建設水道課長 篠 田 千鶴男 君 

母 島 支 所 長 湯 村 義 夫 君 出 納 課 長 菊 池 元 弘 君 

教 育 課 長 大 津   源 君   

───────────────────────────────────────────────── 

欠席説明員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

事 務 局 長 セーボレー 孝 君 書 記 菊 池 ひろみ 君 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（池田 望君） これより本日の会議を開きます。 

（午前１１時） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議時間の延長 

○議長（池田 望君） この際、あらかじめ会議時間の延長をしておきます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎認定第１号から認定第９号までの委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） これより本日の日程に入ります。 

  日程第１、認定第１号から日程第９、認定第９号までの平成26年度小笠原村各会計歳入歳

出決算の認定についてを一括議題とします。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、一括議題といたします。 

  平成26年度決算特別委員会より報告を求めます。 

  一木重夫君。 

○決算特別委員会委員長（一木重夫君） 平成26年度決算特別委員会審査報告書。 

  本委員会に付託された平成26年度各会計歳入歳出決算は、審査の結果、次のとおり決定し

たので、会議規則第77条の規定により報告いたします。 

  平成27年９月18日。平成26年度決算特別委員会委員長、一木重夫。 

  小笠原村議会議長、池田 望殿。 

  件名。 

  平成26年度小笠原村一般会計歳入歳出決算及び各特別会計歳入歳出決算全てにおいて、審

査の結果、認定となりました。 

  意見。 

  平成26年度決算は、これまでの村債の任意繰上償還の効果が表れて、実質公債費比率は昨

年度に引き続き下がっております。今後とも、将来の財政負担を慎重に分析しつつ、健全

な財政運営に努められたい。 

  なお、個別具体的に指摘・要望のあった次の点について、必要な見直しをされたい。 

  １、税負担の公平性を期するため、今後も創意工夫をされ、高い徴収率を維持されたい。 
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  ２、経費削減、環境意識向上のため、村有施設の光熱水費の更なる節約に努められたい。 

  ３、現在、夜間急患搬送等の都度、照明施設を自衛隊基地のヘリポートに設置しているが、

当村を取り巻く環境の変化等も踏まえて、そのあり方について検証をされたい。 

  ４、村立学校の補食給食は地元産品を取り入れるなど、内容について工夫をされたい。ま

た、特別支援教育において、支援員の役割は大きく、その配置の充実を図られたい。 

  その他、本委員会での指摘事項、また監査委員の決算審査意見を踏まえて、なお一層効率

的な行財政運営に努力されたい。 

  以上でございます。 

○議長（池田 望君） 一木委員長の報告は終わりました。 

  これより委員長報告に対する質疑に入ります。 

  質疑のある委員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより認定第１号から認定第９号ま

での認定９件を一括して採決を行います。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、認定９件を一括して採決いたします。 

  認定第１号から認定第９号までの認定９件について、委員長の報告のとおり認定すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  村長から発言を求められておりますので、これを許します。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 発言の機会をいただきまして、まことにありがとうございます。 

  平成26年度小笠原村各会計歳入歳出の決算につきまして認定をいただき、まことにありが

とうございます。 

  認定に当たりまして付された意見、また審議の中でいただきまして各ご指摘、これらを念
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頭に財政運営に私を先頭として励んでまいりたいと思いますので、今後ともご指導、ご鞭

撻のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

  発言の機会をいただきまして、ありがとうございました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加 

○議長（池田 望君） 次に、日程の追加についてお諮りします。 

  発委第４号を日程に追加し、追加日程第１として議題としたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、発委第４号を日程に追加し、追加日程第１として議

題とすることに決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎発委第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 追加日程第１、発委第４号を議題といたします。 

  提案者の説明を求めます。 

  佐々木幸美君。 

○７番（佐々木幸美君） それでは、意見書を述べたいと思います。 

  発委第４号、平成27年９月18日、小笠原村議会議長、池田 望殿。 

  提出者、総務委員会委員長、佐々木幸美。 

  都道行文線未整備区間の整備再開を求める意見書（案）。 

  上記議案を、別紙のとおり小笠原村議会会議規則第14条第３項の規定により提出します。 

  提案理由。 

  東京都に対し、都道行文線未整備区間を自然環境と景観に配慮した道路構造により、早期

に整備再開するよう求めるため、本案を提出する。 

  よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 総務委員長、佐々木幸美議員の説明は終わりました。 

  次に、事務局長に意見書本文を朗読させます。 

  事務局長、セーボレー君。 

○事務局長（セーボレー孝君） 朗読いたします。 

  都道行文線未整備区間の整備再開を求める意見書（案）。 
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  東日本大震災とそれに伴う津波で、東北沿岸部を中心に各地で道路が寸断され、いくつも

の集落が孤立し、人命救助や消火活動、資材・物資の輸送等が円滑に実施出来ないなどの

事態が発生しました。その事態を目の当たりにして、当村議会は、保留となっている都道

行文線未整備区間の整備再開は、喫緊の課題であると改めて認識し、平成23年第３回定例

会から「防災道路（行文線の通称）の整備について」を議題として審議を重ねて参りまし

た。 

  その結果、今後発生が懸念されている「南海トラフ地震」により、当村には最大で約19ｍ

の津波が来襲すると想定されていて、村民生活の維持に必要な主要機能が集中する大村・

清瀬地区が壊滅的な被害を受けた場合、奥村地区や扇浦・小曲方面と分断され、緊急車両

や啓開等にあたる重機等が迅速に移動出来ない事態が生じます。 

  行文線未整備区間は清瀬地区と奥村地区を高台で結ぶ道路であり、この区間が整備される

と、津波発災時には避難路及び連絡路の機能を併せ持つ「防災道路」として、村民、観光

客の安全・安心を確保する極めて必要性・有効性の高い道路であるとの結論に至りました。 

  よって、東京都におかれては、都道行文線未整備区間を自然環境と景観に配慮した道路構

造により、早期に整備再開するよう要請します。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

  平成27年９月18日、小笠原村議会議長、池田 望。 

  東京都知事、舛添要一宛て。 

○議長（池田 望君） お諮りします。 

  本案は質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  発委第４号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎閉会中の継続調査の申し出 

○議長（池田 望君） 次に、議会運営委員会、総務委員会、小笠原空港開設推進特別委員会、

硫黄島調査特別委員会より所管の事務及び調査中の事件について、各委員長より閉会中の
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継続調査の申し出があります。 

  本件は、お手元に配付のとおり、閉会中の継続調査に付したいと思います。これにご異議

ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は申し出のとおり、閉会中の継続調査に付することに決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎副村長・教育長退任挨拶 

○議長（池田 望君） 次に、９月25日付をもって退任される石田副村長、伊藤教育長からそ

れぞれ退任のご挨拶があります。 

  石田副村長、よろしくお願いいたします。 

○副村長（石田和彦君） 退任に当たりまして、貴重な議会開催中にご挨拶をさせていただく

時間をいただきまして、まことにありがとうございます。 

  平成19年９月に、ここ小笠原に参りまして、副村長を拝命してから、早いもので２期８年

が過ぎようとしております。森下村長より手伝わないかとのお話をいただきまして、都庁

の退職年次の平成19年８月に早期退職いたしまして、小笠原に参りました。 

  来た当初は右も左もわからず、見るもの、聞くもの、全てが初めてであり、抜けるような

青空と、引き込まれそうな海の青さと、ぎらぎら照りつける太陽にもかかわらず素肌に心

地よい風や空気などにとまどいと感激を抱いたことをいまだに鮮明に覚えております。 

  これまでの経験を生かし、村長業務の手伝いを行政サイドから行ってほしいということで

したので、財政的なことから人事、経理、契約などについて、これまで勉強し、実務から

経験してきた行政事務処理を精いっぱい自分なりにこの島の職員に伝えようと努力してま

いりました。 

  この島の特異な歴史から、戦後の統治を二十数年間米軍が行い、その後、昭和43年に日本

に返還されて以来、10年を超える期間、東京都が村役場の業務を代行し、昭和54年になっ

てようやく村制が施行され、現在の体制ができ上がりました。 

  このようなことから、事務処理や行政的な判断の多くが東京都庁とほぼ同じくし、私が副

村長を拝命した平成19年になっても、一時代前の都庁における行政処理が広く行われてお

りました。もちろん、課題や懸案事項には、この村が抱えている、都庁はもちろん、他の

自治体にはない特殊な課題が多くあったことは間違いのないところではありますが、人事
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や服務規律や経理や会計処理や契約事務につきましては、都庁の事務処理が色濃く残って

おりました。 

  また、都庁における事務処理の中でも、整理のついていない部局が数多くあった財産管理

と物品の管理がここ小笠原にあっても極めて手薄になっており、使用中の物品の管理が適

正になされていないことにとまどいを感じたところです。 

  何が幾つどこにあり、誰が使い、誰が管理しているか、また100万円を超えるような高額

な重要備品は総数の管理だけでなく、どこに何が何台あり、誰がいつから管理しているか

などが把握できるようなシステムづくりが必要ではないかと考えておりました。 

  物品も財産であり、適正に管理されるべきと考え、私の任期中に何らかの解決策を構築す

べきと思っていたところ、志半ばで整備がつかず、現在に至っているところであります。 

  物品は村の貴重な財産であり、適正に管理すべきと考えます。次の副村長に物品管理のあ

り方を含め、適正な財産管理に努められるよう、お願いをしたいというふうに考えており

ます。 

  また、人事の面で、試験制度の導入により昇任試験が定着してきました。係長、課長補佐、

管理職にそれぞれ合格する職員が出てきており、昇任時期を迎える職員も出てきておりま

す。 

  新規採用職員も含めてですが、それぞれの職制に見合った研修がなされるべきではないか

と常々考えてきたところです。私が着任して以来、制度としての研修制度は作ることが叶

いませんでした。新規採用職員については、微力ながら私が地方公務員法の研修を最低限

度ではありますが、新人研修として行ってまいりました。 

  しかし、地方自治法や税務管理、税務事務、予算事務や会計事務、そしてさきに申し上げ

ました物品管理事務、さらに人事給与事務、契約事務等々、専門研修や係長研修や管理職

研修等、それぞれ必要な時期に受講させられるような制度を設け、職員のモチベーション

の向上を図るべきではないかと考えてきたところですが、この実現にこぎつけられません

でした。 

  超遠隔離島である小笠原にとって、内地での研修受講には相当な負担がかかると思います

が、職員の能力向上のためにも、ぜひ実現してほしいと考えるところです。 

  この島は本土から1,000キロ離れた超遠隔離島であり、交通アクセスの面でも大きなハン

デを背負っております。今は船便でしか来る方法がなく、それも現在のおがさわら丸で25

時間半もの時間がかかる太平洋に浮かぶ島であります。現在、新船の建造に向け大きく歩
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み出したこの仮称新おがさわら丸にあっても、24時間、丸１日の船旅が想定されていると

ころですが、新造船の建造についても、また村民の悲願である航空路の開設についても、

現在大きく前進を見たところでございます。村長の大きな力によるところが多く、これま

での内地での活動が信頼され、また評価されての結果と私は思っております。 

  内地での村長の活躍と持ち帰る成果を楽しみにしつつ、村長が安心して内地で活動できる

よう、この島にあって精いっぱい頑張ってきたつもりです。私が着任してからの８年間の

森下村政のこれまでの主な成果として、診療所と老人ホームを併設した複合施設の建設、

情報通信で内地との距離を縮めた平成23年の光ファイバーの敷設や、同年６月に決定した

世界自然遺産への登録、おがさわら丸、ははじま丸の新造船の建造や航路の改善など、多

くの成果を目の当たりにしてきたことから、この次に控えている航空路の開設についても、

必ず実現するものと信じております。 

  大きな事故もなく、８年間仕事をさせていただきましたことに感謝するとともに、やさし

く接していただきました村民の皆様に感謝し、またご協力いただきました村議会議員の皆

様にも心からお礼を申し上げ、私の退任の挨拶とさせていただきます。 

  本当に８年間ありがとうございました。（拍手） 

○議長（池田 望君） ありがとうございました。 

  次に、伊藤教育長からご退任のご挨拶がございます。 

○教育長（伊藤直樹君） まずは、このような晴れやかな場に立たせていただいたこと、厚く

お礼申し上げます。ありがとうございました。 

  私は教員として４年、それから校長で５年、教育長として４年、計13年間この小笠原で勤

務させていただきました。議会の皆様とのおつき合いは教育長としての４年だけでしたけ

れども、学校とは全く違った世界をのぞかせていただいて、大変多く勉強させていただい

たと思っております。 

  思い起こせば、私の議会デビューは日本の戦後の教育を総括しろということからスタート

しました。私の４年間を総括するとすれば、そこから始めなければいけませんが、それを

やってしまうとちょっと時節柄、波風を立ててしまいそうな気もしますので、そこは避け

ます。 

  それから、今仕事を終わるに当たって、これをやった、あれをやったと言うのは好きでは

ありませんので、それもやりません。ただ、私が在任中、学校の経営状態は極めて健全で、

事故は起きませんでした。問題も起きません。その中で子供たちが健やかに成長していっ
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たことが非常によかったなと思っています。 

  また、私が教員時代、校長時代に関わった子供たちも本当に素直にたくましく成長し、島

内外にかかわらず、そこから飛び出て、海外でも立派に成長して仕事をしています。その

ことを考えると、非常に地味ではありますけれども、教育に携わる者として、その辺が全

てではないかと思うところがあって、ささやかではありますけれども、ほんの少しの達成

感を感じているところです。 

  時期が来なければ取り組むことができない学校建設等を除いて、今、積み残した仕事はあ

りませんので、ここで幕引きをして、静かに島を出たいというふうに思っています。 

  本当に幸せな13年間でした。本当にありがとうございました。 

  以上です。（拍手） 

○議長（池田 望君） 伊藤教育長、ありがとうございます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎閉議及び閉会の宣告 

○議長（池田 望君） 以上をもって、本日の日程は全て終了しました。 

  本日の会議を閉じます。 

  これをもって、平成27年第３回小笠原村議会定例会を閉会いたします。 

（午前１１時２２分） 
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第 ３ 回 定 例 会 議 案等 審 議 結 果 表 

 

提出月日（平成２７年９月８日） 

議決月日（平成２７年９月９日） 

 

議案番号 件 名 審議結果 

議案第４１号 
小笠原村事務手数料条例の一部を改正する条例

（案） 
原案可決 

議案第４２号 小笠原村特定個人情報保護条例（案） 原案可決 

議案第４３号 小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案） 原案可決 

議案第４４号 
職員の分限に関する条例の一部を改正する条例

（案） 
原案可決 

議案第４５号 
中ノ平自立支援農業団地条例の一部を改正する条例

（案） 
原案可決 

議案第４６号 
平成２７年度小笠原村一般会計補正予算（第２号）

（案） 
原案可決 

議案第４７号 
平成２７年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）（案） 
原案可決 

議案第４８号 
平成２７年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予

算（第１号）（案） 
原案可決 

議案第４９号 
平成２７年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予

算（第１号）（案） 
原案可決 

議案第５０号 
平成２７年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特

別会計補正予算（第１号）（案） 
原案可決 

議案第５１号 
平成２７年度小笠原村介護保険（介護サービス事業

勘定）特別会計補正予算（第１号）（案） 
原案可決 

議案第５２号 
平成２７年度小笠原村下水道事業特別会計補正予算

（第１号）（案） 
原案可決 



－２－ 

議案番号 件 名 審議結果 

議案第５３号 
平成２７年度小笠原村浄化槽事業特別会計補正予算

（第１号）（案） 
原案可決 

同意第 ３号 小笠原村副村長の選任の同意（案） 同  意 

同意第 ４号 小笠原村教育委員会教育長の任命の同意（案） 同  意 

発議第 ２号 地方税財源の拡充に関する意見書（案） 原案可決 

議案第５４号 
村道改修工事（大神宮線）その１請負契約の締結に

ついて（案） 
原案可決 

発議第 ３号 安保法制に関する意見書（案） 原案否決 

発議第 ４号 今国会で平和安全法制の成立を求める意見書（案） 原案可決 
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第 ３ 回 定 例 会 議 案等 審 議 結 果 表 

 

提出月日（平成２７年９月８日、１８日） 

議決月日（平成２７年９月１８日） 

 

議案番号 件 名 審議結果 

認定第 １号 
平成２６年度小笠原村一般会計歳入歳出決算の認定

について（案） 
原案認定 

認定第 ２号 
平成２６年度小笠原村国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定について（案） 
原案認定 

認定第 ３号 
平成２６年度小笠原村簡易水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について（案） 
原案認定 

認定第 ４号 
平成２６年度小笠原村宅地造成事業特別会計歳入歳

出決算の認定について（案） 
原案認定 

認定第 ５号 
平成２６年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特

別会計歳入歳出決算の認定について（案） 
原案認定 

認定第 ６号 
平成２６年度小笠原村介護保険（介護サービス事業

勘定）特別会計歳入歳出決算の認定について（案） 
原案認定 

認定第 ７号 
平成２６年度小笠原村下水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について（案） 
原案認定 

認定第 ８号 
平成２６年度小笠原村浄化槽事業特別会計歳入歳出

決算の認定について（案） 
原案認定 

認定第 ９号 
平成２６年度小笠原村後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について（案） 
原案認定 

発委第 ４号 
都道行文線未整備区間の整備再開を求める意見書

（案） 
原案可決 
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一 般 質 問 一 覧 表  

 

氏 名 質 問 項 目 

一木重夫議 員 
１ 村長４期目の所信について 

２ 教育行政について 

清水良一議 員 
１ 地産地消の今後の推進について 

２ 交流センターの活用について 

杉田一男議 員 １ 所信について 

安藤重行議 員 

１ 高齢者対策について 

２ 環境課の業務について 

３ 観光産業支援について 

４ 平和都市宣言について 

稲垣  勇議 員 １ 貨物船の安定運航について 

佐々木幸美議員 
１ 父島・母島保育園施設の進捗状況について 

２ 母島沖港整備計画について 
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